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論 文 概 要  
 
【研 究 背 景 】  
本 邦 の 高 齢 化 は 諸 外 国 と 比 べ て も 世 界 に 類 を 見 な い 速 さ で 進 ん
で お り 、 今 後 も 高 齢 化 の 進 行 に お い て 、 老 老 介 護 や 核 家 族 化 な ど 現
代 社 会 の 変 化 に 伴 い 、 施 設 サ ー ビ ス の 需 要 が 高 ま っ て い る 。 介 護 老
人 保 健 施 設 （ 以 下 、 老 健 施 設 ） は、 医 療 機 関 と 在 宅 と の 中 間 施 設 で
あり 、在 宅 復 帰 を 目 指 す 施 設 として 位 置 づ けら れ 、 2 017 年 4 月 時 点
で 35 . 4 万 人 が 入 所 して いる 。  
老 健 施 設 入 所 者 は 、 要 介 護 認 定 者 で あ る こ と が 前 提 条 件 で あ り 、
日 常 生 活 に 何 ら か の 介 護 を 要 す る 状 態 で あ る こ と か ら も 随 時 見 守 り を
必 要 と し 、 常 に 危 険 と 隣 り 合 わ せ で あ る と 言 え る 。 今 日 の 施 設 ケ ア 場
面 に お い て は 、 入 所 者 の 多 様 な 価 値 観 や 自 己 決 定 を 尊 重 し な が ら 、
生 活 水 準 向 上 の た め の 多 彩 な 取 り 組 み を 実 施 し て い る 。 一 方 、 施 設
内 で 発 生 し た 事 故 を 起 因 と し て 更 な る 介 護 度 の 重 度 化 や 在 所 日 数
の 延 長 を 余 儀 な く さ れ る ケ ー ス が 少 な く な い 。 と く に 、 転 倒 事 故 は 施 設
内 で 発 生 す る 事 故 の 大 部 分 を 占 め て お り 、 予 防 は 喫 緊 の 課 題 で あ る 。  
こ れ ま で に 、 施 設 入 所 者 の 転 倒 発 生 状 況 や 転 倒 危 険 要 因 が 明 ら
か に さ れ 、 転 倒 要 因 に 対 す る 介 入 効 果 が 報 告 さ れ て き た 。 と く に 入 所
者 を 対 象 に し た 心 身 機 能 向 上 ト レ ー ニ ン グ を 主 と し た 多 因 子 介 入 が
推 奨 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 多 忙 と さ れ る 介 護 現 場 に お い て は 、 時
間 と 労 力 を 必 要 と する 多 因 子 介 入 は 必 ず しも 現 場 に 即 した 介 入 方 法
と は 言 え な い 。 一 方 、 職 員 の 入 所 者 へ の 関 わ り 方 が 転 倒 発 生 に 影 響
を与 えると言 われており、介 護 現 場 では 職 員 の安 全 意 識 を 高 め、職 場
の安 全 文 化 を 醸 成 する教 育 的 ・啓 蒙 的 介 入 が重 要 である。  
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虚 弱 状 態 に あ る 施 設 入 所 者 は 多 種 多 様 な 疾 患 を 背 景 に 転 倒 発
生 状 況 も 様 々 で あ る た め 、 入 所 者 の 転 倒 発 生 状 況 を 詳 細 に 分 析 し 、
得 ら れ た 結 果 を 基 に 介 入 を 検 討 し 、 そ の 効 果 を 検 証 す る 必 要 が あ る 。  
 
（研 究 1）  
【目 的 】  
老 健 施 設 入 所 者 に お け る 転 倒 発 生 状 況 を 移 動 手 段 別 に 明 ら か
にする こと 。  
【対 象 と 方 法 】  
1）  対 象  
3 カ所 の 施 設 にお いて 、 2 013 年 4 月 1 日 か ら 2014 年 3 月 31 日
の事 故 報 告 書 な ど を 分 析 対 象 とした 。  
2）  方 法  
入 所 者 の 基 本 情 報 （ 年 齢 、 性 別 、 要 介 護 度 、 診 断 名 、 認 知 機 能
（ H DS -R ） 、 機 能 的 評 価 （ B I ） 、 薬 剤 服 用 数 な ど ） や 転 倒 発 生 状 況
（転 倒 回 数 、 時 間 帯 、 場 所 、 様 式 な ど ）を 調 査 した 。  
3）  分 析 方 法  
転 倒 発 生 状 況 に 関 し て 、 転 倒 回 数 、 時 間 帯 、 場 所 、 様 式 な ど は
記 述 統 計 を 用 い て 検 討 し た 。 転 倒 発 生 率 は 、 移 動 手 段 別 の 転 倒 者
数 を 移 動 手 段 別 の 総 数 で 除 し た 数 値 を 求 め た 。 ま た 、 車 椅 子 使 用
者 （ 部 分 介 助 者 ） に お い て 、 転 倒 の 有 無 を 従 属 変 数 と し て 年 齢 、 要
介 護 度 、 薬 剤 服 用 数 、 認 知 機 能 （ HD S-R ） を 独 立 変 数 と し た ロ ジ ス
ティック 回 帰 分 析 を 用 い て検 討 した 。  
【結 果 】  
3 カ所 の 施 設 入 所 者 総 数 34 1 名 のう ち、 転 倒 者 は 154 名 （ 4 5 . 2 % ）
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で あ っ た 。 移 動 手 段 別 の 転 倒 発 生 状 況 に お い て 、 車 椅 子 使 用 者
（全 介 助 者 ）は 、 8 0 名 中 15 名 （ 18 . 8 % ）が 転 倒 し てお り 、居 室 に 次 い
で食 堂 ・ ホール で午 後 2 時 か ら 4 時 の 間 にベ ッドや 車 椅 子 か ら のずり
落 ち によ る 転 倒 が 多 く 報 告 さ れ た 。 車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ）は 、
200 名 中 113 名 （ 56 . 5 % ） が転 倒 して おり、 居 室 に次 い で トイレで 午 後
2 時 か ら 4 時 の間 に車 椅 子 か ら ベ ッド や便 器 な どか ら の 移 乗 時 に 転
倒 が多 く 報 告 さ れた 。歩 行 移 動 者 は 、 6 1 名 中 2 6 名 （4 2 . 6 % ）が 転 倒
しており 、 居 室 に 次 いで 食 堂 ・ホ ールで 午 前 6 時 か ら 8 時 の間 に 立 位
や歩 行 時 に 多 く報 告 さ れた 。  
また 、最 も転 倒 発 生 率 が高 か っ た 車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ）に
お い て 、 転 倒 リ ス ク 要 因 を 検 討 し た 結 果 、 年 齢 、 要 介 護 度 、 薬 剤 服
用 数 、 認 知 機 能 （ HD S- R ） に 有 意 差 が 認 め ら れ 、 オ ッ ズ 比 は そ れ ぞ れ
1 . 1 3 、 2 . 5 6 、1 . 3 8 、 0 . 9 2 であっ た 。  
【考 察 】  
施 設 入 所 者 の 転 倒 発 生 率 は 高 く 、 転 倒 発 生 状 況 は 移 動 手 段 別
に 異 な っ て い た 。 と く に 車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ） に 着 目 す る こ と
で 施 設 全 体 の 転 倒 発 生 率 を 低 下 さ せ る 可 能 性 が 示 さ れ た 。 具 体 的
には、 午 後 2 時 か ら 4 時 の 間 に 居 室 やトイレの 巡 回 頻 度 を 増 やす こと
や 、車 椅 子 か ら ベ ッ ドや 便 器 へ の 移 乗 な どの 日 常 生 活 動 作 練 習 を 実
施 す る こ と で 転 倒 の 危 険 を 軽 減 で き る 可 能 性 が 考 え ら れ た 。 車 椅 子
使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ） の 転 倒 リ スク 要 因 に お い ては 、 年 齢 が 1 歳 増
え る ご と に 1 . 1 3 倍 、 介 護 度 が 軽 度 で あ る 者 は 重 度 で あ る 者 に 比 べ
2 . 5 6 倍 、薬 剤 服 用 数 が 増 え ると 1 . 3 8 倍 に 転 倒 の 危 険 性 が高 ま る。
加 えて 、 認 知 機 能 が高 い と 転 倒 リスク は 0 . 9 2 倍 であっ た ことか ら 、こ れ
ら に 該 当 す る 入 所 者 を リ ス ト 化 し 、 転 倒 防 止 を 意 識 し た ケ ア を 検 討 す
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るこ とで 転 倒 が回 避 でき る可 能 性 が考 えら れた 。  
一 方 、 施 設 入 所 者 は 認 知 機 能 が 低 下 し て い る 者 も 多 く 、 職 員 1
人 1 人 が 安 全 への 意 識 を 高 め 、 ケアす る職 員 が 入 所 者 に 代 わっ て危
険 を 察 知 し 、 事 故 を 未 然 に 防 ぐ こ と が 重 要 で あ る 。 ま た 、 介 護 者 に 起
因 し た 転 倒 事 故 も 発 生 し て い た こ と か ら 介 護 現 場 で の 転 倒 事 故 を 予
防 す る に は 、 介 護 者 側 に 着 目 す る こ と が 重 要 で あ る こ と が 考 え ら れ 、 こ
れら の結 果 を 基 に 研 究 2 を 実 施 した 。  
 
（研 究 2-1）  
【目 的 】  
老 健 施 設 に 勤 務 す る 職 員 に 対 し て 危 険 予 知 ト レ ー ニ ン グ （ 以 下 、
KY T ）を 実 施 し 、 職 員 の安 全 意 識 への 効 果 を 検 証 する こ と 。  
【対 象 と 方 法 】  
1）  対 象  
2 0 1 6 年 7 月 25 日 時 点 で A 老 健 施 設 に 勤 務 す る全 職 員 51 名
（非 常 勤 を 含 む） と した 。  
2）  方 法  
2 0 1 6 年 7 月 25 日 か ら 7 月 3 0 日 の 間 、 著 者 が施 設 内 で KY T を
1 日 1 回 60 分 間 実 施 し 、 対 象 者 は 期 間 内 に 1 回 以 上 KY T を 受 講
した 。また 、 受 講 1 ヶ 月 前 、受 講 1 ヶ 月 後 、 受 講 3 ヶ 月 後 に安 全 意
識 に関 する 自 記 式 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。  
3）  情 報 収 集  
受 講 1 ヶ 月 前 時 点 での年 齢 、性 別 、 職 種 、 施 設 経 験 年 数 、 職 務
経 験 年 数 、 勤 務 形 態 を 収 集 し た 。 ま た 、 質 問 紙 で は 、 組 織 環 境 ・ リ ス
ク マネジメ ント・ コミ ュ ニケー ション ・自 己 意 識 の 4 因 子 30 項 目 を 調 査
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した 。統 計 学 的 解 析 にお いて 、 3 時 点 （ 受 講 1 ヶ 月 前 、受 講 1 ヶ 月
後 、受 講 3 ヶ 月 後 ）にお け る 安 全 意 識 の変 化 を 検 討 する た め 、反 復
測 定 一 元 配 置 分 散 分 析 を 行 っ た 。  
【結 果 】  
5 1 名 中 4 3 名 （ 84 .  3 % ）が 、少 な くと も 1 回 トレ ーニ ング に参 加 した 。
トレーニ ン グに 参 加 し、 3 時 点 の調 査 に 回 答 した 29 名 におけ る安 全
意 識 の 変 化 を 比 較 した 結 果 、 「 総 合 ス コ ア 」 と 下 位 尺 度 の 「 自 己 意 識 」
に 有 意 差 を 認 め た 。 職 種 別 に み る と 、 医 療 職 の 「 自 己 意 識 」 に 有 意
差 を 認 めた 。  
【考 察 】  
本 研 究 結 果 か ら 、 介 護 現 場 にお いて KY T によ り安 全 意 識 が向 上
す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 自 己 意 識 は 、 個 人 の 安 心 や 安 全 に 対 し て
抱 い て い る 意 識 を 表 す 項 目 で あ り 、 K Y T を 通 じ て 、 多 職 種 が 共 通 理
解 の 基 で 話 し 合 い 、 お 互 い の 意 思 疎 通 を 図 り 、 気 付 き を 得 な が ら 実
施 し た こ と で 自 己 の 考 え 方 を 振 り 返 る き っ か け に な り 、 自 己 意 識 を 向
上 さ せた と 考 えら れ た 。また 、 総 合 スコ アは KY T 過 程 に おけ るディス カ
ッ シ ョ ン に よ り 他 者 の 考 え 方 や 知 識 の 共 有 を 図 り な が ら 実 施 し た こ と が 、
安 全 に対 す る 気 付 き や 考 え 方 を 再 確 認 す る こ とに つ なが り 、 各 項 目 の
スコア が向 上 し 、結 果 とし て総 合 ス コア に寄 与 した ものと 考 えら れた 。  
職 種 別 に お い て は 、 医 療 職 の 自 己 意 識 が 介 入 前 後 で 有 意 差 を
認 め た 。 医 療 職 は 日 頃 か ら 高 い 安 全 意 識 を 持 っ て い る と 言 わ れ 、 ト レ
ー ニ ン グ に よ り 安 全 に 対 す る 考 え 方 や 意 識 が 賦 活 さ れ た と 考 え ら れ た 。  
 
（研 究 2-2）  
【目 的 】  
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A 老 健 施 設 に 勤 務 する 職 員 に 対 して KY T を 実 施 し、 入 所 者 の 転
倒 予 防 への 効 果 を 検 証 する こと 。  
【対 象 と 方 法 】  
1）  対 象  
2 0 1 6 年 5 月 か ら 1 0 月 およ び 20 15 年 5 月 か ら 10 月 の期 間 に入
所 して いた Ａ老 健 施 設 入 所 者 （ ショー トステイ 含 む） とした 。  
2）  方 法  
2 0 1 6 年 5 月 か ら 1 0 月 およ び 2 015 年 5 月 か ら 10 月 の 事 故 報 告
書 な ど を 用 い て 、 転 倒 発 生 状 況 （ 入 所 者 数 、 総 人 日 、 全 事 故 件 数 、
転 倒 事 故 件 数 、 転 倒 者 数 、 再 転 倒 者 数 、 怪 我 を 伴 う 転 倒 件 数 、
1000 人 日 当 た りの 転 倒 発 生 率 およ び 転 倒 発 生 場 所 ）を 調 査 した 。  
3 )  分 析 方 法  
転 倒 発 生 状 況 （ 入 所 者 数 、 総 人 日 、 全 事 故 件 数 、 転 倒 事 故 件 数 、
転 倒 者 数 、再 転 倒 者 数 、怪 我 を伴 う転 倒 件 数 、1000 人 日 当 たりの転
倒 件 数 および転 倒 発 生 場 所 ）について記 述 統 計 を用 いて分 析 した。  
【結 果 】  
1 0 0 0 人 日 あ た り の 転 倒 発 生 率 な ど転 倒 発 生 状 況 に お い て 、 KY T
実 施 前 後 お よ び 昨 年 同 時 期 で 大 き な 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た 、
KY T の 題 材 と し て 「 居 室 で の 移 乗 時 」 と い う セ ッ テ ィ ン グ イ ラ ス ト を 用 い
た こ と か ら 、 転 倒 発 生 場 所 に つ い て 介 入 前 後 で 分 析 を し た が 、 居 室
におけ る転 倒 件 数 に変 化 は見 ら れな か っ た 。  
【考 察 】  
今 回 、 施 設 職 員 に 対 する 1 ク ールの みの KY T では、 転 倒 予 防 へ
の 効 果 は 低 い こ と が 示 唆 さ れ た 。 職 員 の 安 全 意 識 と 実 際 の 行 動 に は
乖 離 が あ る 可 能 性 が 考 え ら れ 、 転 倒 予 防 へ と つ な げ て い く た め に は 、
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職 員 側 の 情 報 と し て 転 倒 に 関 連 す る 知 識 や 技 術 、 自 身 の 生 活 に 関
す る 情 報 な ど 健 康 状 態 を 聴 取 し 、 ケ ア す る 職 員 側 の 観 点 か ら 論 じ る
必 要 性 が 考 え ら れ た 。 今 後 、 KY T を 繰 り 返 し 行 う な ど の 介 入 頻 度 や
他 の 介 入 と 組 み 合 わ せ る な ど の 方 法 を 検 討 し た 上 で 、 今 回 明 ら か に
な っ た 転 倒 リ ス ク 要 因 を 基 に 転 倒 さ せ た 経 験 の あ る 職 員 に 着 目 し 、 介
護 現 場 の 転 倒 予 防 に取 り組 むこ とが 重 要 であ る と考 えら れた 。  
【結 論 】  
本 研 究 では 、 老 健 施 設 に お い て 、 入 所 者 の 転 倒 発 生 状 況 を 調 査
した 上 で 、職 員 に 対 して KY T を 実 施 し た 。老 健 施 設 では 全 ての 事 故
のうち 6 割 以 上 が 転 倒 であ り、 入 所 者 の移 動 手 段 ご と に転 倒 予 防 策
を 検 討 す る 必 要 性 が あ る こ と か ら 、 移 動 手 段 別 の 具 体 策 を 示 し た 。 と
く に 、 転 倒 発 生 率 が 最 も 高 い 車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ） に お い て 、
①高 年 齢 ② 介 護 度 が低 い ③薬 剤 服 用 数 が多 い④ HD S- R 得 点 が 低
い 入 所 者 を リ ス ト 化 し 、 転 倒 防 止 を 意 識 し た ケ ア を 検 討 す る こ と で 転
倒 が 回 避 で き る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 一 方 、 入 所 者 の 多 く は 何 ら か
の 認 知 障 害 を 有 し て お り 、 介 護 者 に 起 因 し た 転 倒 事 故 が 少 な か ら ず
発 生 し て いた こ とか ら 、施 設 で の転 倒 予 防 を 考 えた 場 合 、職 員 へ の啓
蒙 ・ 教 育 が 必 要 で ある 。 また 、 施 設 職 員 に 対 す る KY T は、 職 員 の 安
全 意 識 を 向 上 させ るこ とが 示 さ れた が 、 1 ク ールの みの KY T では転 倒
予 防 への効 果 は 低 いこ とが 示 唆 さ れた 。  
今 後 の 展 望 と し て 、 転 倒 予 防 へ と つ な げ て い く た め に は 転 倒 リ ス ク
要 因 を 基 に ケ ア す る 職 員 側 の 知 識 や 技 術 ・ 健 康 状 態 な ど に 着 目 し 、
繰 り 返 し 行 う な ど 介 入 頻 度 を 含 めた 方 法 の 検 討 や 今 回 得 ら れた 結 果
を 基 に 、 KY T と 組 み 合 わ せ て 実 施 す る な ど 内 容 を 検 討 し た 上 で 転 倒
予 防 への効 果 を 検 証 して い く必 要 性 が ある 。  
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第 １章  
序 論  
 
第 1 節  研 究 背 景  
 
1 - 1 - 1 .  本 邦 の高 齢 社 会 にお け る現 状 と 課 題  
本 邦 の 高 齢 化 は急 速 に進 ん でおり 、 2 0 16 年 9 月 15 日 時 点 で 6 5
歳 以 上 の 人 口 は 3 461 万 人 に なり 、 総 人 口 に 占 める 割 合 は 27 . 3 %と
共 に過 去 最 高 とな っ た 1 ) 。 高 齢 化 率 におい ては 、 19 35 年 に 4 . 7 %と 最
低 で あっ た が、 197 0 年 には 7 . 1 %に 達 し 、高 齢 化 社 会 を 迎 えた 。 199 4
年 には 14 . 1 %と 高 齢 社 会 に なり 、20 0 7 年 には 21 . 5 %と 世 界 に 先 駆 け
て超 高 齢 社 会 へ と 突 入 した 。 今 後 、 2 0 25 年 には 30 %を 超 えるこ と が推
計 さ れ て い る 。 ま た 、 主 要 国 に お い て 比 較 し て も ド イ ツ （21.4%）、 イ タ リ ア
（22.7%）を 抜 い て 日 本 （27.3%）の 高 齢 化 率 は 最 高 と な っ て い る 。 加 え て 、
高 齢 化 の 進 行 に お い て も 、 世 界 に 類 を 見 な い 速 さ で あ り 、 諸 外 国 と 比
べてもそ の 人 口 構 造 は特 異 的 で ある 2 ) 。  
高 齢 化 の要 因 は大 きく分 けて「平 均 寿 命 の延 伸 による 65 歳 以 上 人
口 の増 加 」と「少 子 化 の進 行 による若 年 人 口 の減 少 」とされ ている 3 ) 。
平 均 寿 命 の延 伸 に は、 高 度 な医 療 技 術 を 背 景 に 国 民 皆 保 険 制 度
が整 備 さ れ 、機 能 し てい ると さ れて い る。 一 方 、 医 療 費 や 介 護 給 付 費
の負 担 が問 題 視 さ れて おり 、 本 邦 で は 、高 齢 者 の医 療 と 介 護 の 負 担
を 社 会 全 体 で 支 え る方 策 の 1 つ として 、公 的 介 護 保 険 制 度 を 2000
年 に導 入 した 。こ れ には、 介 護 を 必 要 と する 度 合 いとし て 、 日 常 生 活
におけ る基 本 的 な 動 作 の 全 部 また は 一 部 に つい て 介 護 を 要 する 状 態
を 1 か ら 5 に区 分 した 「要 介 護 認 定 」 と、 見 守 りや 支 援 を 要 す る 状 態
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を 1 およ び 2 に区 分 した 「 要 支 援 認 定 」の 2 種 類 が 規 定 さ れ てい る 。  
介 護 保 険 制 度 が 施 行 さ れた 2000 年 4 月 に 21 8 . 2 万 人 で あっ た
要 介 護 （ 要 支 援 ） 認 定 者 数 は、 2017 年 4 月 には 6 33 . 1 万 人 と急 激
に増 加 してお り、 高 齢 化 に 伴 い、 心 身 障 害 や認 知 症 を 有 して介 護 が
必 要 とな る 高 齢 者 が増 加 して いる 4 ) 。  
 
1 - 1 - 2 .  施 設 入 所 者 の推 移  
介 護 保 険 制 度 が 施 行 さ れた 2000 年 の施 設 介 護 サー ビス受 給 者
数 は 1 か 月 平 均 で 約 60 万 人 で あっ た が 5 ) 、2 017 年 4 月 時 点 で
92 . 4 万 人 と 報 告 さ れて いる 6 ) 。 今 後 も 高 齢 化 の 進 行 にお いて 、 老 老
介 護 や核 家 族 化 な ど の 現 代 に おけ る 社 会 の 変 化 に 伴 い 、施 設 入 所
者 数 の 増 加 が 予 測 され 、 施 設 サー ビス の需 要 が高 まっ て いる 。  
介 護 保 険 制 度 にお ける 施 設 の中 でも 介 護 老 人 保 健 施 設 （ 以 下 、
老 健 施 設 ）は 、医 療 機 関 と 在 宅 と の 中 間 施 設 とし て入 所 者 に 対 し 、
医 療 的 な 管 理 を 必 要 とし ながら も 在 宅 復 帰 を 目 指 す施 設 として 位 置
づけら れて おり 7 ) 、2 017 年 4 月 時 点 で 35 . 4 万 人 が 入 所 して いる 6 ) 。   
 
1 - 1 - 3 .  介 護 施 設 におけ る課 題   
介 護 保 険 制 度 下 に あ る 老 健 施 設 入 所 者 は 、 要 介 護 認 定 者 で あ
る こ と が 前 提 条 件 で あ る 。 従 っ て 、 日 常 生 活 に 何 ら か の 介 護 を 要 す る
状 態 で あ る こ と か ら も 随 時 見 守 り が 必 要 な 状 況 で あ り 、 常 に 危 険 と 隣
り合 わ せ であ る と 言 える 。 今 日 の 施 設 にお け る ケア 場 面 に お い て は 、入
所 者 の 多 様 な 価 値 観 や 自 己 決 定 を 尊 重 し な が ら 、 生 活 水 準 向 上 の
た め の 多 彩 な 取 り 組 み を 実 施 し て い る 。 一 方 、 施 設 内 で 発 生 し た 事
故 を 起 因 と し て 更 な る 介 護 度 の 重 度 化 や 在 所 日 数 の 延 長 を 余 儀 な
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く さ れ る ケ ー ス が 少 な く な い 。 介 護 施 設 に お い て は 、 予 期 せ ぬ 事 故 に
対 し て 予 防 策 を 講 じ 、 ケ ア 提 供 過 程 に お い て 発 生 す る 事 故 を で き る
限 り 予 防 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。 施 設 に お け る 事 故 に つ い て は 、 服
薬 管 理 に 関 す る 事 故 、 患 者 の 取 違 い や 書 類 不 備 な ど の 手 続 き に 関
す る 事 故 、 利 用 者 間 の ト ラ ブ ル な ど 多 岐 に わ た る が 、 転 倒 ・ 転 落 （ 以
下 、 転 倒 ）が 最 も多 いと 報 告 さ れて いる 8 , 9 ) 。  
ま た 、 こ れ ま で に 転 倒 に 関 連 す る 動 作 や 時 間 帯 、 場 所 な ど の 転 倒
発 生 状 況 が 報 告 さ れ て きた 1 0 - 1 2 ) 。 転 倒 発 生 状 況 の 分 析 にお い て 事
故 報 告 書 か ら 得 ら れ た 情 報 は 、 日 常 生 活 上 の 危 険 を 具 体 的 に 明 ら
か に す る 点 で 有 用 で あ り 、 い つ （ = 時 間 帯 ） ど こ で （ = 場 所 ） ど の よ う な （ =
様 式 ） 転 倒 が 発 生 し て い た か が 明 ら か に な っ て い る 1 1 ） 。 し か し 、 多 種
多 様 な 疾 患 を 背 景 に 入 所 者 の 移 動 手 段 は 様 々 で あ り 、 よ り 具 体 的 な
転 倒 発 生 状 況 を 明 ら か に す る た め に は上 記 に 加 え 、 だ れ が （ = 移 動 手
段 別 入 所 者 ） の情 報 を 合 わせ て分 析 する ことが 重 要 で あ る。 今 岡 ら 1 2 ）
は 、 施 設 入 所 者 の 移 動 手 段 に 着 目 し 、 車 椅 子 使 用 者 の 転 倒 発 生
時 間 帯 や 場 所 を 明 ら か に し て い る が 「 車 椅 子 自 走 が 可 能 な 者 」 の み
を 対 象 とし て おり 、 介 助 を 要 する 車 椅 子 使 用 者 や 歩 行 移 動 者 を 除 外
し ての 調 査 で あ る 。 施 設 入 所 者 の 多 く が 車 椅 子 を 使 用 す る 介 護 現 場
に お い て は 、 介 助 を 要 す る 車 椅 子 使 用 者 に お い て も 注 意 を 向 け る 時
間 帯 や 場 所 な ど の 転 倒 発 生 状 況 を 分 析 す る 必 要 が あ る 。 さ ら に 、 歩
行 移 動 者 に つ い て も 転 倒 発 生 時 間 帯 や 場 所 、 様 式 を 重 ね て 分 析 す
る こ と で 移 動 手 段 ご と に 比 較 が で き 、 よ り 具 体 的 な 転 倒 発 生 状 況 が
明 ら か にな る と考 え ら れた が 、 こ れら 移 動 手 段 別 の 転 倒 発 生 状 況 を 組
み合 わせた 報 告 は 見 ら れ ない 。  
施 設 入 所 者 の 転 倒 予 防 を 考 え る 上 で は 、 入 所 者 の 転 倒 発 生 状
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況 を 、 よ り 具 体 的 に 分 析 す る こ と が 望 ま れ る 。 そ し て 、 虚 弱 状 態 に あ る
入 所 者 に 対 し て 、 施 設 職 員 は こ れ ま で 以 上 に ケ ア の 質 を 高 め 、 組 織
と し て 入 所 者 の 安 全 を 確 保 す る 体 制 が 重 要 な 課 題 で あ り 、 施 設 内 で
発 生 す る 事 故 の 大 部 分 を 占 め る 転 倒 事 故 を 減 少 さ せ る 取 り 組 み を
改 め て検 討 す る 必 要 があ る 。  
 
1 - 1 - 4 .  転 倒 予 防 の重 要 性  
1）  転 倒 の定 義  
これまでに、転倒＝Fall の定義として国内外で多く提唱されているが 14-19)、
「①自 分 の意 思 からではなく、②同 一 平 面 またはより低 い面 へ 、③身 体
が倒 れ、④足 底 以 外 の身 体 部 分 が接 触 する」という 4 点 が共 通 して用
いられている。加 えて、ベッドや車 椅 子 からの転 落 も含 まれる。  
 
2）  転 倒 の弊 害  
高 齢 者 に お い て 転 倒 の も た ら す 弊 害 は よ り 重 篤 で あ り 、 生 活 の 質
（Q ua l i t y  o f  L i f e 以 下 、Q O L ）  を 大 幅 に 低 下 さ せる 原 因 とな り 、 健
康 寿 命 を 著 し く 縮 め 、 死 亡 率 を 高 め る 要 因 と も な り う る 。 加 え て 、 要 介
護 状 態 に あ る 施 設 入 所 者 の 転 倒 は 、 心 身 機 能 の 悪 化 や 認 知 機 能
の 低 下 に 至 る な ど 、 現 在 の 身 体 状 況 よ り も さ ら に 重 篤 化 し や す く 、 不
可 逆 的 な 転 機 を 辿 る 場 合 も 多 い 2 0 - 2 2 ) 。  
転 倒 に 伴 う 弊 害 と し て 、 骨 折 が 問 題 視 さ れ て い る 。 高 齢 者 に と っ て
骨 折 は 、 身 体 的 自 立 を 低 下 さ せ、 Q O L を 損 ね、 尊 厳 を 脅 か し、 要 介
護 度 の 重 度 化 を も た ら す 2 3 ) な ど生 活 機 能 に 大 きな 影 響 を 及 ぼし深 刻
な 問 題 と な る 。 と く に 、 施 設 入 所 者 で は 、 転 倒 に よ っ て 骨 折 や 活 動 性
の 低 下 を き た し や す く 、 歩 行 困 難 や 寝 た き り に な る 危 険 性 が 高 い こ と
15 
が 知 ら れ て い る 。 骨 折 は 、 転 倒 し た 者 の う ち 、 1 ～ 10 % に 発 生 す る と 言
わ れ て お り 2 4 - 2 6 ) 、 多 く の 場 合 で 受 傷 前 よ り も 心 身 機 能 が 低 下 し 、
Q O L が悪 化 す る。  
ま た 、 骨 折 の 中 で も 大 腿 骨 頸 部 骨 折 は 、 歩 行 障 害 と な り や す い こ
とか ら 機 能 予 後 が 生 命 予 後 へ も影 響 を 与 え る と 言 わ れ て おり 、 骨 折 の
1～2%に 発 生 す ると され る 2 0 ) 。五 十 嵐 ら 2 7 ) は 、20 00 例 の 大 腿 骨 頸 部
骨 折 の 受 傷 機 転 を 分 析 し 、そ のうち 、 1 689 例 （ 8 4 . 5 % ）が 転 倒 によ るも
ので あ る と 報 告 し た 。 機 能 予 後 に 関 し て 、 受 傷 前 に 独 歩 可 能 で あっ た
者 の歩 行 再 獲 得 率 は 6 4% 、杖 歩 行 では 43 % 、伝 い歩 き では 2 2 % 、受
傷 前 に 車 椅 子 を 使 用 し て い た 者 の 歩 行 獲 得 率 で は 0% で あ っ た 。 生
命 予 後 に 関 して 、 受 傷 後 1 年 の生 命 予 後 に 差 は ない が、 その後 徐 々
に低 下 し、5 年 生 存 率 は 65 % と 報 告 され て いる 2 1 ) 。 さら に、 8 0 歳 代 で
受 傷 した 場 合 の 1 年 生 存 率 は 80 ～9 0%、 90 歳 代 では 7 0～ 80 %で あ
り、 大 腿 骨 頸 部 骨 折 後 は生 存 率 が 低 下 す るこ とが 報 告 さ れて い る 2 8 ) 。  
他 方 、 転 倒 後 症 候 群 と 言 わ れ る 弊 害 も 問 題 視 さ れ て い る 。 骨 折 な
ど の 外 傷 を 伴 わ な く て も 、 転 倒 し た こ と に よ る 恐 怖 感 や 自 己 嫌 悪 感 か
ら で き る は ず の 行 為 も 自 粛 し て し ま い 、 生 活 範 囲 の 狭 小 化 や 活 動 量
の 減 少 を 招 き 、 心 身 機 能 が 低 下 す る な ど 著 し く 日 常 生 活 動 作
（A c t i v i t i e s  o f  D a i l y  L i v i n g 以 下 、A DL ）およ び Q O L を 低 下 させ る
可 能 性 が あ る 1 8 , 2 9 , 3 0 ) 。 こ れ ら の こ と か ら 、 高 齢 者 で は 、 転 倒 を 経 験 す
る こ と で 恐 怖 感 が 生 じ て し ま い 、 歩 行 能 力 は あ る に も 関 わ ら ず 歩 行 が
困 難 とな る 場 合 が あ る。  
転 倒 経 験 者 は 再 転 倒 す る 可 能 性 が 高 い こ と が 知 ら れ 、 再 転 倒 す
る 恐 怖 感 か ら 活 動 量 の 減 少 に よ る 心 身 機 能 の 低 下 や 不 安 症 状 が 強
ま る 3 1 ) 。転 倒 恐 怖 感 は 、 2 回 以 上 の 転 倒 歴 、 不 安 定 感 、 健 康 状 態
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によ り増 強 する 3 2 ) 。 また 、 転 倒 経 験 者 の 32%に 転 倒 恐 怖 感 があ り 、転
倒 恐 怖 感 を 自 覚 し て い る 者 は 自 覚 し て い な い 者 と 比 べ 、 バ ラ ン ス 機 能
や 認 知 機 能 が 有 意 に 低 下 し て お り 、 ADL の 低 下 を き た す 3 3 , 3 4 ) 。
Mur ph y  e t  a l 3 5 ) は 、 72 歳 以 上 の 高 齢 者 1064 名 のうち 2 4%の高 齢 者
に 転 倒 恐 怖 感 が あ り 、 19% の 高 齢 者 に は 、 転 倒 恐 怖 感 と 活 動 性 の 低
下 が 見 ら れ 、 さ ら に は 身 体 機 能 の 低 下 、 AD L 能 力 や 精 神 的 活 動 能
力 の低 下 が 見 ら れ てい る者 が多 い こと を 報 告 し た 。  
こ れ ら の こ と か ら 、 転 倒 恐 怖 感 は 、 身 体 機 能 だ け で な く 、 精 神 機 能
に も 影 響 を 与 え る と 考 え ら れ た 。 ま た 、 虚 弱 状 態 に あ る 高 齢 者 が 転 倒
後 に 様 々 な 行 動 を 自 粛 し た 場 合 、 活 動 量 の 減 少 に 伴 い 心 身 機 能 が
一 層 低 下 し、よ り 転 倒 しやす く なる という 悪 循 環 に 陥 りや す い。  
最 も深 刻 な 弊 害 と して、 死 亡 した 例 が 報 告 さ れて いる 。2 0 16 年 に
転 倒 ･ 転 落 が原 因 で 死 亡 した 人 は 7 4 96 人 と報 告 さ れ 、 死 亡 総 数
130 万 77 65 人 に 占 め る割 合 の 0 . 6 % であっ た 3 6 ) 。 また 、 公 益 財 団 法
人 日 本 医 療 機 能 評 価 機 構 の 報 告 書 3 7 ) では､ 2 017 年 1 月 か ら 3 月
の医 療 事 故 総 数 は 852 件 と報 告 さ れ、 療 養 上 の世 話 におけ る事 故
353 件 （41 . 4 %）のう ち、 転 倒 ・転 落 に 関 する 事 故 が 2 08 件 （24 . 4 % ）、
障 害 残 存 の可 能 性 があ る 事 故 は 91 件 （ 1 0 . 7 % ） 、 死 亡 し た 例 が 1 件
（0 . 1 %） であっ た 。  
虚 弱 状 態 にあ る 高 齢 者 に おい て 転 倒 は、 更 な る心 身 機 能 の低 下
を きた し、 日 常 生 活 動 作 を 困 難 にさ せ る最 大 の 要 因 であ り 、本 人 の 生
活 水 準 を 低 下 させ 、介 護 者 の負 担 を 増 大 させ る 。死 亡 や 後 遺 障 害
を 残 す可 能 性 を 有 する 転 倒 ･ 転 落 事 故 は 、在 宅 や 医 療 機 関 に 限 定
された も のでは な く、 高 齢 者 が 生 活 を す る施 設 にお い て も共 通 した 課
題 と 言 え る。  
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3）  転 倒 予 防 の 社 会 的 意 義  
高 齢 者 の 年 間 転 倒 発 生 率 に つ いて は 、 地 域 在 住 者 10 ～
30% 3 0 , 3 8 , 3 9 ) 、施 設 入 所 者 では 2 0～5 0 % 1 1 , 4 0 - 4 2 ) 、 さら に 認 知 症 を 有 す
る者 が 多 く入 所 し て いる 施 設 では 60 ～ 80 % 4 3 ) で あ るこ とが 報 告 さ れて
おり、 転 倒 予 防 は 喫 緊 の 課 題 で ある 。  
また 、 高 齢 者 の 転 倒 は 、多 額 の 医 療 ・ 介 護 費 を 費 やす 場 合 があ
り、 とく に 転 倒 後 の 骨 折 に よ る 社 会 的 経 済 負 担 は莫 大 な 金 額 とな る 。
転 倒 後 の 骨 折 で高 頻 度 に 受 傷 す る 大 腿 骨 頸 部 骨 折 に 伴 う医 療 費
は 1 年 間 で 1 556 億 円 、 介 護 費 は 35 0 . 4 億 円 に達 す る こ とか ら も
4 4 ) 、転 倒 を 予 防 す るこ とへ の 社 会 的 意 義 は大 き い。  
 
第 2 節  高 齢 者 に おけ る転 倒 に 関 す る先 行 研 究 およ び 文 献 的 考 察  
 
1 - 2 - 1 .  高 齢 者 に おけ る 転 倒 発 生 要 因 に関 する 研 究 動 向  
転 倒 は 、 多 種 多 様 な 疾 患 を 背 景 に 様 々 な 要 因 が 相 互 に 重 な る こ
とによ っ て 発 生 す る 4 5 ) と考 えら れ てお り、 こ れま での 研 究 か ら 転 倒 の 危
険 要 因 が 明 ら か に され て いる 2 3 , 4 6 ) 。  
転 倒 の 危 険 要 因 は 、加 齢 や 疾 患 に伴 う身 体 機 能 や認 知 機 能 、
服 薬 の 影 響 と いっ た 本 人 に 起 因 した 内 的 要 因 と 、住 環 境 な ど本 人 を
取 り 巻 く 物 的 環 境 であ る 外 的 要 因 に 大 別 さ れる 。 さら に 、 施 設 入 所
者 にお いて は 、 外 的 要 因 の 中 に 介 助 者 の知 識 ・ 技 術 不 足 な ど に 起
因 した 人 的 環 境 要 因 も考 えら れ た （ 図 1）。  
1 )  高 齢 者 の 転 倒 発 生 要 因  
① 転 倒 に 関 連 す る 内 的 要 因 は 、 パ ー キ ン ソ ン 病 、 白 内 障 、 認 知 症
な ど の 身 体 的 疾 患 や 睡 眠 薬 、 抗 精 神 病 薬 な ど の 薬 剤 、 そ し て 筋 力 、
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平 衡 機 能 の低 下 な どの 加 齢 に 伴 う 変 化 が示 さ れて きた 。  
パ ー キ ン ソ ン 病 を 有 す る 者 は そ う で な い 者 に 比 べ て 転 倒 の 危 険 性
が 高 く 4 7 ) 、 振 戦 や 固 縮 、 姿 勢 反 射 障 害 と い っ た 疾 患 特 有 の 病 態 が
転 倒 の 危 険 性 を 高 め る と 考 え ら れ て い る 。 ま た 、 認 知 機 能 ・ 心 理 面 と
転 倒 と の 関 連 が 報 告 さ れ て お り 4 8 ) 、 近 年 の メ タ ア ナ リ シ ス で は 、 精 神
状 態 短 時 間 検 査 （ M i n i  M e n t a l  S t a t e  E x a m i n a t i o n 以 下 、MM SE ）が
26 点 未 満 の 者 はそ うでな い者 に比 べ 、 転 倒 の オ ッズ 比 が 2 . 1 3 で あり 、
軽 度 で あ っ て も 認 知 機 能 の 低 下 が 転 倒 発 生 要 因 と な る こ と が 示 さ れ
ている 4 9 ) 。  
薬 剤 服 用 に よ る 転 倒 に つ い て は 、 睡 眠 薬 ト リ ア ゾ ラ ム や 抗 精 神 病
薬 オ ラ ン ザ ピ ン な ど 薬 剤 の 副 作 用 と し て 「 転 倒 」 が 明 示 さ れ て い る 。
「 転 倒 」 の 明 示 が な く と も 多 く の 薬 剤 に お い て 、 転 倒 の 原 因 と な る ふ ら
つ き や め ま い な ど の 作 用 ・ 副 作 用 を も ち 、 運 動 ・ 感 覚 機 能 や 認 知 機
能 の低 下 によ り転 倒 の危 険 性 が 高 ま るこ とが 報 告 さ れて いる 5 0 , 5 1 ) 。  
転 倒 リ ス ク が 高 ま る 薬 剤 と し て 睡 眠 薬 で は 、 眠 気 を き た す 脱 力 や 筋
緊 張 低 下 な ど が 副 作 用 と し て あ り 、 転 倒 の 危 険 性 を 高 め る 5 2 ) 。 抗 精
神 病 薬 は 、 脱 力 感 や 意 識 レ ベ ル の 低 下 な ど の 症 状 を 、 降 圧 薬 は 、 起
立 性 低 血 圧 や め ま い な ど の 症 状 を 、 抗 う つ 薬 は 認 知 機 能 の 低 下 や
立 ち く ら み な ど の 症 状 を 、 抗 不 安 薬 は 眠 気 を 、 抗 パ ー キ ン ソ ン 病 薬 は
せん 妄 状 態 などの 症 状 を きた す 場 合 があ る こ とが 報 告 さ れて い る 5 3 , 5 4 ) 。
ま た 、 多 種 類 の 薬 剤 を 服 用 す る こ と に よ っ て 転 倒 の 危 険 性 が 高 ま る こ
とが示 さ れて いる 5 5 , 5 6 ) 。  
そ の 他 、 加 齢 に 伴 う 変 化 と し て 骨 粗 鬆 症 や 筋 力 低 下 が し ば し ば 問
題 に な っ て い る 。 転 倒 の 危 険 性 は 、 年 齢 と と も に 高 く な る が 、 と く に 閉
経 後 の 女 性 に つ い て は 骨 密 度 の 低 下 に よ る 骨 脆 弱 性 が 顕 著 と な り 、
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容 易 に 骨 折 す る 。 骨 粗 鬆 症 患 者 で は 、 脊 柱 起 立 筋 群 が 低 下 し て お
り 5 7 ) 、筋 力 低 下 に 加 えて 、 脊 柱 変 形 が 転 倒 の 危 険 性 を 増 加 さ せ 5 8 ) 、
正 常 人 と 比 べ て 平 衡 感 覚 い わ ゆるバラ ンス が 障 害 さ れ る 5 9 ) 。立 位 バラ
ンス 能 力 が 低 下 し てい るものは 転 倒 の 危 険 性 が 高 く 6 0 , 6 1 ) 、転 倒 回 避
能 力 が 高 い高 齢 者 は転 倒 の危 険 性 が 減 少 する 6 2 ) 。上 肢 ・下 肢 の筋
力 およ び 体 力 が低 下 して いる 者 は 転 倒 の危 険 性 が 高 く 6 0 , 6 1 ) 、体 力 の
低 い 者 は 高 い 者 に 比 べ て 有 意 に 転 倒 経 験 者 が 多 い こ と が 報 告 さ れ
ている 6 3 ) 。  
② 転 倒 に 関 連 す る 外 的 要 因 は 、 滑 り や す い 床 、 暗 い 照 明 な ど の 住
居 環 境 や不 適 切 な履 物 、福 祉 用 具 などの物 的 環 境 が主 な要 因 である。
また、介 護 者 による心 理 的 影 響 や技 術 ・知 識 不 足 なども挙 げられる。  
物 的 環 境 では 、寝 室 や 居 間 などに 3 c m 以 上 の段 差 が あ る 環 境 や
不 慣 れ な履 物 が 転 倒 の危 険 性 を 高 め るこ とが 報 告 さ れて いる 6 4 , 6 5 ) 。
転 倒 事 故 の多 くは 小 さ な段 差 で発 生 しており 、 敷 居 、 絨 毯 、 電 源 コ
ード 、 照 明 な どの居 住 空 間 およ び 生 活 動 線 に 注 意 が 必 要 であ るが 、
高 齢 者 自 身 が 住 環 境 に 転 倒 の 一 要 因 があ る こと に気 付 いて いな い
場 合 が 多 いこ とが 示 さ れ てい る 6 6 ) 。  
ま た 、 人 的 環 境 に お い て は 、 ケ ア す る 職 員 側 の 体 調 や 知 識 ・ 技 術
な ど に よ る 入 所 者 へ の 関 わ り 方 が 転 倒 発 生 に 影 響 を 与 え る と 言 わ れ
ている 6 7 , 6 8 ) 。  
 
2）  転 倒 発 生 状 況  
高 齢 者 の 転 倒 発 生 状 況 に つ い て は 、 居 住 空 間 に お い て も 異 な る
こ と か ら 本 項 にお い て は 、 こ れ ま で の 報 告 を 基 に 施 設 入 所 高 齢 者 と 地
域 在 住 高 齢 者 に 分 け て下 記 に 示 し た 。  
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①施 設 入 所 高 齢 者  
転 倒 事 故 が 多 い 時 間 帯 は 、 起 床 前 後 や 午 後 で あ る こ と が 報 告 さ
れ て お り 9 , 6 9 ) 、 食 事 や 排 泄 な ど で 活 動 す る 時 間 に 多 く 発 生 し て い る 。
転 倒 発 生 場 所 は 、 居 室 が 最 も 多 い 1 0 - 1 2 ) 。また 、 転 倒 に関 わる 動 作 は、
車 椅 子 か ら ベ ッ ド や 、 車 椅 子 か ら 便 器 へ の 移 乗 動 作 に 基 づ く 転 倒 が
多 い と 報 告 さ れ て い る 9 , 1 1 , 7 0 - 7 2 ) 。 転 倒 発 生 時 に は 外 傷 の な い ケ ー ス
が 多 い が 、 受 傷 し た 際 に は 、 頭 部 や 顔 面 部 へ の 受 傷 が 最 も 多 く 、 深
刻 な ものに は硬 膜 下 血 腫 や くも 膜 下 出 血 によ り 死 亡 に 至 る ケ ースも 報
告 さ れ て い る 。 ま た 介 護 施 設 で は 、 認 知 症 を 有 す る 者 が 多 い と 言 わ れ
て お り 、 認 知 症 者 の 転 倒 発 生 頻 度 は 高 い が 受 傷 頻 度 は 非 認 知 症
者 よ り低 い との 報 告 もある 7 3 ) 。 今 岡 ら 1 3 ) は、 老 健 施 設 にお ける 転 倒 発
生 状 況 に つ い て 調 査 し た 結 果 、 居 室 の ベ ッ ド 付 近 で 転 倒 が 多 く 発 生
してお り 、 入 所 早 期 に転 倒 する 者 が多 い こ とを 報 告 し た 。 その 理 由 とし
て入 所 者 が 環 境 に 適 応 して い ない こ と 、 施 設 職 員 が 身 体 状 況 を 把 握
でき てい ない こ とを 理 由 として 挙 げ て い る。  
また 、 施 設 入 所 者 の転 倒 発 生 状 況 に ついて 客 観 的 な情 報 を 収 集
した 観 察 研 究 7 4 ) で は、 2 つの 施 設 にビ デオカメ ラ を 設 置 し 、 転 倒 者
130 人 か ら 227 件 の転 倒 動 画 にて 記 録 さ れた 実 際 の 映 像 に基 づき 、
転 倒 現 場 の詳 細 を 明 ら か にし て いる 。 転 倒 原 因 とし て 、 不 適 切 な体
重 移 動 93 件 （41 % ）、つ まず き・よ ろめ き 48 件 （ 21 % ）、 衝 突 ・ぶ つか り
25 件 （ 11%） であっ た 。転 倒 動 作 は 、 歩 行 時 54 件 （ 24 % ）、 立 ち 上 がり
時 29 件 （ 13% ）、 着 座 時 28 件 （ 1 2% ） であっ た 。こ れら の 結 果 か ら 、転
倒 リスク 評 価 にお い て バラ ンス 評 価 を 積 極 的 に 取 り 入 れ 、 生 活 動 線
上 に障 害 物 を 置 か ないよ う な環 境 調 整 およ び筋 力 強 化 ト レ ーニン グ を
提 案 し てい る 。  
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②地 域 在 住 高 齢 者  
転 倒 事 故 が多 い時 間 帯 は、夜 間 帯 を除 く日 中 に発 生 しており 7 5 )、外
出 を し た 際 に 転 倒 が 増 え る こ と が 示 さ れ て い る 。 転 倒 発 生 場 所 は 、 平
成 29 年 版 高 齢 社 会 白 書 （ 全 体 版 ） 7 6 ) によ ると、住 宅 （ 77 .1 %）で最 も
多 く 発 生 し て お り 、 外 出 す る 先 の 民 間 施 設 （ 8 .2% ） 、 一 般 道 路 （ 6 .9% ）
で 発 生 し て い る 。 住 宅 内 に お け る 転 倒 を 含 む 事 故 の 発 生 場 所 は 、 居
室 （ 45 . 0 % ） が 最 も 多 く 、 階 段 （ 18 .7 % ） 、 台 所 ・ 食 堂 （ 17 . 0 % ） で あ り 、 住
宅 内 事 故 の き っ か け と し て 、 転 倒 ・ 転 落 （ 52 . 5 % ） が 過 半 数 を 占 め て い
る。饗 場 ら 7 7 ) は、医 療 ・介 護 を 必 要 としている 在 宅 患 者 1415 例 を 1
年 間 調 査 し た 結 果 、 重 篤 な 外 傷 に 至 っ た 転 倒 の 発 生 場 所 で 最 も 多
か っ た の は 居 間 で あ り 、 歩 行 中 に バ ラ ン ス を 崩 す こ と で 多 く 発 生 し て い
た ことを 報 告 した 。ま た 、要 介 護 在 宅 患 者 の 転 倒 によ る外 傷 発 生 率 は
地 域 在 住 高 齢 者 の 約 3 倍であることか ら、要 介 護 者 への転 倒 予 防 は
重 要 である。  
以 上 の こ と か ら 、 施 設 入 所 高 齢 者 と 地 域 在 住 高 齢 者 の 転 倒 で は 、
転 倒 発 生 状 況 が 異 な っ て い る 。 施 設 入 所 者 の 多 く は 、 車 椅 子 を 移
動 手 段 と す る た め 、 車 椅 子 使 用 下 に お け る 移 乗 時 に 転 倒 が 発 生 し て
お り 、 転 倒 発 生 様 式 が 「 つ ま ず く ・ 滑 る 」 以 外 の 状 況 で あ る 。 一 方 、 地
域 在 住 高 齢 者 で は 、 居 室 ・ 階 段 で 「 つ ま ず く ・ 滑 る 」 と い っ た 動 作 に 起
因 し た 転 倒 が 発 生 し て お り 、 そ の ほ と ん ど が 歩 行 中 で の 事 故 が 伺 え る 。
従 っ て 、両 者 に おい ては転 倒 発 生 状 況 が異 な る 。  
今 岡 ら 1 3 ) は 、 車 椅 子 を 使 用 し て い る 入 所 者 と 歩 行 が 可 能 な 入 所
者 を 分 け て 論 じ る 必 要 が ある と 述 べ て いる 。 虚 弱 状 態 に ある 施 設 入 所
者 に お い て 想 定 さ れ る 転 倒 要 因 は 多 く 、 転 倒 の 危 険 性 は 高 く な る こ と
か ら 、 施 設 入 所 者 に 対 し て 、 よ り 具 体 的 に 転 倒 要 因 の 調 査 を 行 う こ と
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が 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。 と く に 、 要 介 護 状 態 に あ る 施 設 入 所 者 の
転 倒 予 防 を 考 え た 場 合 、 移 動 手 段 別 に 転 倒 発 生 状 況 を 明 ら か に す
る必 要 が ある 。  
 
1 - 2 - 2 .  高 齢 者 に おけ る転 倒 予 防 に 関 す る研 究 動 向  
  転 倒 予 防 策 と し て の 基 本 は 、 転 倒 要 因 を 明 ら か に し 、 そ れ ら に 対
応 す る こ と で あ る 。 こ れ ま で の 報 告 か ら 、 高 齢 者 の 転 倒 予 防 あ る い は
介 入 に 関 す る 研 究 を Pub  M e d およ び 医 中 誌 を 用 い て 検 索 し た 。検
索 に 用 い た キ ー ワ ー ド は 、 F a l l （ 転 倒 ） 、 I n t e r v e n t i o n （ 介 入 ） 、
P r e v e n t i o n （ 予 防 ） 、 E f f e c t （ 効 果 ） 、 Cou n t e rm e a s u r e （ 対 策 ） を
E l d e r l y （ 高 齢 者 ） で AN D- 結 合 し た も の を 用 い た 。 検 索 条 件 と し て 、
2005 年 か ら 201 7 年 の期 間 に おい て 会 議 録 な どを 除 く 原 著 論 文 とし 、
使 用 言 語 は 英 語 ま た は日 本 語 とした 。 加 え て、 検 索 した 論 文 にお け る
引 用 文 献 を 照 合 し 、 採 用 基 準 は 、 ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験 （ RCT ：
Ran do m i z e d  Con t r o l l e d  T r i a l ）と した 。  
 2 0 1 7 年 9 月 1 7 日 0 時 に 検 索 を 行 い、 各 デ ータ ベース を 用 い た 検
索 結 果 を 表 1 に 示 した 。また 、 採 用 基 準 に従 っ て抽 出 し た アブ ストラ ク
トフォー ムを 表 2 に 示 した 。  
高 齢 者 にお け る 介 入 は 、転 倒 要 因 が 複 数 ある こ とか ら も 個 々の 転
倒 要 因 に 対 して 、 多 因 子 介 入 が 推 奨 さ れ ており 7 8 ） 、 列 挙 さ れ る代 表
的 な 介 入 内 容 とし て、 転 倒 リスク の 評 価 、 運 動 介 入 、環 境 調 整 、服
薬 の見 直 し 、職 員 研 修 が 挙 げら れ て いる 7 9 - 8 1 ) 。  
また 、 有 効 と さ れる 転 倒 予 防 介 入 とし て、 ビタ ミン D の 投 与 8 2 ) や太
極 拳 を 含 むバラ ンス トレーニ ン グが 効 果 を 示 して いる 。 太 極 拳 を 含 む
バラ ンスト レーニ ン グ の転 倒 予 防 効 果 に ついて は、 コク ラ ン レ ビュー 8 3 )
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でもその 有 効 性 が 示 さ れ ており 、 高 齢 者 の転 倒 予 防 の観 点 か ら 世 界
各 国 で実 施 され て いる 。 太 極 拳 は 19 5 0 年 代 以 降 、 老 若 男 女 問 わ ず
健 康 増 進 を 目 的 と して 普 及 し て い るが 、蹲 踞 の 姿 勢 で体 幹 を 回 旋 さ
せるな ど 最 大 の難 点 は 、 「技術的な難度」であ るこ とが 指 摘 さ れ 8 4 ) 、 虚
弱 状 態 で あ る施 設 入 所 者 に は 、 現 実 的 では ない 介 入 方 法 で ある 。  
老 健 施 設 にお いて 、認 知 症 を 有 す る 入 所 者 は 軽 度 を 含 める と
95.0%であることが示されている 85)。また、認知 症 高 齢 者 の 日常生活自立
度 判 定 基 準 8 6 ) によ る認 知 症 割 合 は 、 日 常 生 活 に支 障 を 来 た す よ う
な症 状 ・ 行 動 や意 志 疎 通 の 困 難 さが とき ど き 見 ら れ、 介 護 を 必 要 と す
るランクⅢ以上が 55.6%であり 、自 身 で 危 険 回 避 が 困 難 な者 が多 い 。  
介 護 施 設 の場 合 、 対 象 とな る 高 齢 者 は認 知 症 を はじ めと した 要 介
護 状 態 で あり 、 運 動 介 入 によ る筋 力 ・ バラ ンスの 維 持 には 期 待 でき る
ものの、 転 倒 予 防 に対 す る積 極 的 な 効 果 を 得 る こ とは難 しい 8 7 ) 。 この
よ うな状 況 で 入 所 者 の安 全 を 確 保 し 、転 倒 予 防 を 実 施 するには 、 職
員 の先 回 り 行 動 や 職 員 間 の 連 携 が 重 要 で ある 8 8 ) 。また 、 施 設 入 所
者 の転 倒 原 因 の 1 つとし て、 職 員 の入 所 者 への関 わり 方 が転 倒 発
生 に影 響 を 与 える 6 7 , 6 8 ) と 言 わ れ ており 、 転 倒 予 防 に向 けた 職 員 教 育
の必 要 性 が 指 摘 さ れて いる 8 9 ) 。  
C am e r o n ら 9 0 ) のメ タ アナリ シスにお い ても、 多 因 子 介 入 で は 多 職
種 連 携 によ る転 倒 予 防 研 修 やカ ンフ ァレン ス 、フィ ードバ ック な どの 職
員 への 介 入 の有 効 性 が示 さ れて い る 。 一 方 、 激 務 と され る 介 護 現 場
では、 過 剰 な 安 全 意 識 か ら 身 体 拘 束 や セン サーマ ット な ど物 品 で 対
応 して いる 施 設 も あ り、 介 護 職 員 の 離 職 を 背 景 に 人 員 不 足 な ど多 く
の問 題 を 抱 え てい る 。多 因 子 介 入 は 、 時 間 と労 力 を 大 量 に必 要 とす
る 7 6 ) こ とか ら も 実 際 の介 護 現 場 にお い ては、 必 ずし も 現 実 的 とは 言 え
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ない 介 入 方 法 で あ る。 現 実 的 に 実 行 可 能 で 短 時 間 でで きるプ ロ グラ
ムの実 践 が 望 まれ 8 7 ） 、近 年 で は 職 員 を 対 象 とした 教 育 的 介 入 が 効
果 を 示 し てい る 。  
島 田 ら 9 1 ) は 、 介 護 施 設 に お い て 転 倒 管 理 者 を 導 入 し 、 効 果 を 検
討 し た 。 そ の 結 果 、 転 倒 予 防 効 果 は 低 い も の の 、 職 員 の 転 倒 予 防 に
関 す る 認 識 を 向 上 させ 、 入 所 者 の 精 神 状 態 を 落 ち 着 か せる 効 果 が あ
る と 報 告 し た 。 杉 本 9 2 ) は 、 施 設 職 員 に 対 し て 、 転 倒 予 防 に 関 す る 知
識 の 習 得 を 目 的 に 、 講 義 とア ク テ ィビ テ ィを 組 み 合 わせ た 教 育 的 介 入
の 効 果 を 検 討 し た 。そ の 結 果 、 職 員 の 転 倒 予 防 に お け る 認 識 改 善 に
寄 与 す る 可 能 性 を 報 告 し た 。 堀 永 ら 9 3 ) は 、 職 員 を 対 象 に 転 倒 記 録
用 紙 を 用 い た 介 入 を 行 っ た 結 果 、 転 倒 予 防 効 果 は な か っ た が 、 転 倒
原 因 を 記 録 し た 用 紙 を 基 に 、 各 職 員 同 士 が カ ン フ ァ レ ン ス を 行 う こ と
で 、 情 報 を 共 有 し 、 各 職 種 の 役 割 を 再 認 す る こ と で 、 職 種 間 連 携 が
図 れ る 効 果 が 得 ら れた と 報 告 した 。  
海 外 に お い て は 、 病 棟 患 者 お よ び 職 員 に 対 し て 教 育 的 介 入 を 実
施 し た 結 果 、 転 倒 回 数 や 怪 我 を 伴 う 転 倒 件 数 が 減 少 し た 9 4 ) 。 ま た 、
介 護 施 設 に お い て グ ル ー プ ワ ー ク な ど を 通 じ 、 職 員 同 士 の 関 係 や コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 問 題 解 決 能 力 を 促 進 さ せ る 介 入 と 転 倒 予 防 教 育 を
行 っ た ラ ンダ ム 化 比 較 試 験 では 、 介 入 群 にお いて 転 倒 率 が 12 %減 少
し た こ と を 報 告 し た 9 5 ) 。 こ の 研 究 で は 、 職 員 の 多 職 種 連 携 や 転 倒 予
防 に 関 する 教 育 プ ロ グラ ムを 明 確 化 し て お り 、 独 自 に 開 発 した ト レーニ
ングを 実 施 し 、 その 効 果 が 報 告 さ れ て いる 。  
こ れ ま で の 地 域 や 施 設 な ど で 行 わ れ て き た 転 倒 予 防 プ ロ グ ラ ム の多
く は 、 認 知 症 高 齢 者 を 対 象 か ら 除 外 す る も の が 多 か っ た 。 認 知 症 高
齢 者 は 、 記 憶 能 力 の 低 下 や 遂 行 機 能 障 害 を 抱 え て い る 場 合 が 多 く 、
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運 動 的 介 入 が さ ら な る 転 倒 の 誘 因 と な る 場 合 が あ る 。 と く に 、 施 設 入
所 者 で は 認 知 症 を 有 す る 割 合 も 高 く 、 ケ ア す る 職 員 が 入 所 者 に 代 わ
っ て 危 険 を 察 知 し 、 転 倒 要 因 を 可 能 な 限 り 排 除 す る こ とが 重 要 で あ る 。
その活 動 の 1 つ と して、 医 療 安 全 教 育 の実 施 が 挙 げら れる 9 6 ） 。 職 員
が 事 故 防 止 に 必 要 な 知 識 ・ 技 術 を 身 に つ け 、 事 故 防 止 活 動 を 推 進
するには 、 医 療 安 全 教 育 を 実 施 す る こと が重 要 で あ り 、 近 年 その 1 つ
として 危 険 予 知 トレ ーニン グ（ K i k e n  Y o ch i  T r a i n i n g 以 下 、KY T ）が 注
目 さ れ てい る 9 7 , 9 8 )  。  
 
1 - 2 - 3 .  危 険 予 知 トレーニ ン グ に 関 す る研 究 動 向  
1）  KY T の 概 要  
KY T は、 限 ら れた 業 務 時 間 内 に 短 時 間 で 行 え るト レー ニン グ 方 法
と し て 、 今 日 で は 医 療 ・ 介 護 現 場 に お い て も 取 り 入 れ ら れ て い る 。 KY T
と は 「 危 険 を 予 知 ・ 予 測 す る 能 力 を 高 め 、 危 険 に 対 す る 感 受 性 を 鋭 く
す る た め の 訓 練 で あ る 」 と 定 義 さ れ 9 9 ） 、 提 示 さ れ た イ ラ ス ト な ど の 間 違
い 探 し で は な く 、 イ ラ ス ト 事 例 を 通 し て そ の 状 況 の 中 に 潜 む 危 険 要 因
を 考 え 、 予 測 さ れ る 現 象 を グ ル ー プ で 話 し 合 い 、 危 険 の ポ イ ン ト や 重
点 実 施 項 目 を 確 認 、 解 決 し て い く 系 統 的 な 安 全 先 取 り ト レ ー ニ ン グ
で あ る 。  従 っ て 、 意 見 を 出 し 合 う こ と で 気 付 き が 生 ま れ 、 個 々 の 安 全
に対 す る 意 識 や危 険 に 対 す る感 受 性 が鋭 くな り 、 短 時 間 で話 し 合 う こ
と で 集 中 力 が 高 め ら れ る 。 そ し て 、 挙 げ ら れ た 問 題 に 対 し て 対 策 を 話
し 合 う こ と で 問 題 解 決 能 力 が 向 上 す る 。 さら には 、 チー ム ワ ーク の 強 化
により安 全 意 識 の高 い、 活 気 ある職 場 風 土 や組 織 の安 全 文 化 が醸 成
され、職 場 での事 故 を未 然 に防 ぐことが期 待 でき るとされている 1 0 0 ) 。  
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2 )  KY T の研 究 動 向  
KY T は、工 業 分 野 か ら 発 展 し 、危 険 を 事 前 に 察 知 す る能 力 い わば
危 険 予 知 能 力 を 高 める 事 故 予 防 訓 練 であり 、 その歴 史 は 1973 年 を
機 に 、今 日 では 現 場 にお ける 安 全 教 育 とし て 、KY T が 製 造 業 1 0 1 , 1 0 2 ) 、
建 設 業 1 0 3 , 1 0 4 ) 、 交 通 10 5 , 1 0 6 ) およ び学 校 教 育 1 0 7 , 1 0 8 ) な ど 多 く の現 場 で
実 践 さ れ、 医 療 現 場 97, 9 8 , 1 0 9 , 1 1 0 ) にお いても 注 目 さ れて い る。  
これ ま での報 告 か ら 、KY T に関 す る研 究 を Pub  Med およ び医 中 誌
を 用 い て 、 2 017 年 9 月 1 8 日 1 3 時 に 検 索 し た 。 K i k e n  Y o ch i  
T r a i n i n g  （ 危 険 予 知 ト レ ー ニ ン グ ま た は 危 険 予 知 訓 練 ） の キ ー ワ ー ド
を 用 い 、 発 行 年 を 全 年 対 象 と し て 検 索 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 和 文 で
78 件 、英 文 にお け る検 索 結 果 は 2 件 であっ た 。  
高 岡 1 1 1 ) は 、ア ジア 関 連 会 社 にお い て KY T を 実 施 した こ と によ り 、
2006 年 に 61 件 あ っ た 災 害 件 数 が 20 10 年 には 1 8 件 、 4 年 間 で 約
70% 減 少 し た と 報 告 し た 。 加 え て 、 200 6 年 で は 管 理 上 の 問 題 と し て ヒ
ューマ ンエラ ー によ る災 害 が 9 割 を 占 めて い た が 、20 10 年 では おおよ
そ 6 割 に 減 少 した と報 告 した 。  
医 療 現 場 にお いて は、 KY T を 最 初 に 取 り 入 れた と され る 武 蔵 野 赤
十 字 病 院 で 、 転 倒 ・ 転 落 に 関 す る 報 告 が 37 % 減 少 し た と 報 告 さ れ て
いる 1 1 2 ) 。 また 、窪 田 1 1 3 ) は KY T 導 入 前 後 で 年 間 のイ ンシデ ント 報 告
件 数 が 、 転 倒 ・転 落 事 故 で 36 %、 内 服 薬 関 連 事 故 で 7 1%減 少 した と
報 告 し た 。 鈴 木 ら は 1 1 4 ) 、 危 険 回 避 が 困 難 と さ れ る 認 知 症 高 齢 者 に
代 わ っ て 転 倒 な ど の 事 故 の 可 能 性 を 予 測 し 、 あ ら か じ め 対 策 を 取 る
方 法 として 施 設 職 員 を 対 象 に し た KY T を 医 療 安 全 教 育 の 1 つとし て
取 り上 げた 。 医 療 事 故 の 中 でも 発 生 割 合 の 高 い 与 薬 事 故 に つ い て も 、
実 際 の 事 故 を 反 映 さ せた 題 材 を 用 い て 危 険 予 知 能 力 の 向 上 を 目 的
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とした KYT を 実 践 し、効 果 が示 されている 1 1 5 ) 。実 現 場 を 題 材 に取 り
上 げ る こ と で 、 短 時 間 で 事 実 を 共 有 で き 、 業 務 改 善 に 関 す る 意 見 が
多 数 出 され 1 0 0 ) 、個 々の事 例 ごとの危 険 要 因 やその対 策 を学 ぶこと以
外 に も 自 分 が い る 現 場 環 境 に は 多 く の 危 険 要 因 が 潜 ん で い る こ と に 、
自 分 自 身 が 気 づく よ うにな り 1 1 6 ) 、 即 実 践 に 反 映 する こ と が期 待 で き る。  
安 田 ら 1 1 7 ) は 、 病 院 放 射 線 部 の 職 員 に対 し て KY T を 実 施 し 、医
療 安 全 に 対 す る 意 識 の 向 上 につ な が るか ど うか を 検 討 し た 。 その 結 果 、
KY T 進 行 過 程 に おけ るディス カッ ショ ンを 通 じ 、1 人 では 意 識 し てい な
か っ た 状 況 を 危 険 で あ る と 認 識 す る こ と で リ ス ク 感 性 を 高 め 、 医 療 安
全 に 対 す る 実 践 へ の意 欲 が 高 ま る こ と を 報 告 し た 。 そ の 他 、 薬 学 部 学
生 や 介 護 福 祉 士 養 成 教 育 にお いて KY T を 実 施 し 、 危 険 に対 する 気
付 き を 高 め る 効 果 が 報 告 さ れ て お り 1 1 8 , 1 1 9 ) 、 医 療 ・ 介 護 学 生 の 卒 前
教 育 の 一 環 とし て も 導 入 さ れて いる 。 ま た 、厚 生 労 働 省 で は 1 2 0 ) 、KY T
で 活 用 で き る 幅 広 い 分 野 に 対 応 し た 災 害 事 例 に つ い て イ ン タ ー ネ ッ ト
を 通 じて 配 布 し 、 書 籍 と 共 に 広 く 活 用 さ れて い る。  
これ ま でに KY T は 、参 考 書 を 含 む 多 くの 書 籍 が 出 版 さ れ、 中 央 省
庁 は じ め 医 療 分 野 、 産 業 分 野 、 教 育 分 野 な ど 各 業 界 に お い て も 広 く
普 及 さ れ て い る ト レ ー 二 ン グ で あ る 。 一 方 、 学 術 論 文 と し て は 少 な い状
況 で あ り 、 そ の 多 く が 記 事 資 料 や 事 例 報 告 で あ り 、 知 見 の 集 積 が 重
要 で ある 。  
 
第 3 節  研 究 意 義 と目 的  
 
1 - 3 - 1 .  本 研 究 の 意 義  
転 倒 は 、 介 護 施 設 内 で 発 生 す る 事 故 の 過 半 数 を 占 め て い る 8 ) 。
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要 介 護 状 態 に あ る 施 設 入 所 者 の 転 倒 は 、 心 身 機 能 の 悪 化 や 認 知
機 能 の 低 下 に 至 る こ と も あ り 、 不 可 逆 的 な 転 機 を 辿 る 場 合 も 少 な く な
い 2 0 - 2 2 ) 。 施 設 に お ける 転 倒 事 故 の 減 少 を 図 るこ とは 、 入 所 者 の 生 活
の 質 を 担 保 す る ば か り で な く 、 入 所 期 間 の 短 縮 や 医 療 ・ 介 護 費 の 削
減 に寄 与 す る 可 能 性 が考 えら れた 。  
こ れ ま で 転 倒 予 防 に 対 す る 介 入 で は 、 入 所 者 本 人 に 対 し て 介 入
す る こ と が 多 く 、 介 護 す る 側 に 対 し て 介 入 した 報 告 は 少 な い 。 激 務 と さ
れ る 介 護 現 場 に お い て は 、 人 員 不 足 や 離 職 な ど 様 々 な 問 題 を 背 景
に介 護 する 側 へ の 介 入 は 進 まなか っ た ことが 考 えら れた 。  
施 設 入 所 者 は 、 認 知 機 能 が 低 下 し て い る 者 も 多 く 、 施 設 で の 転
倒 は 多 様 な要 因 が複 雑 に絡 み合 っている 4 5 , 1 2 1 ) 。 さら に は 、 高 齢 者 自
身 に 記 憶 や 判 断 力 の 障 害 が あ る こ と か ら 根 本 的 な 原 因 分 析 が 難 し い
の が 現 状 で あ り 1 2 0 , 1 2 2 ) 、 想 定 さ れ る 危 険 も 多 岐 に わ た る 。 ま た 、 施 設
入 所 者 は 多 種 多 様 な 疾 患 を 背 景 に 移 動 手 段 も 様 々 で あ る こ と か ら 、
転 倒 発 生 状 況 は 異 な ると 考 えら れた 。  
本 研 究 に お い て 、 老 健 施 設 入 所 者 の 転 倒 発 生 状 況 を 移 動 手 段
別 に 明 ら か に す る こ と で 、 よ り 具 体 的 な 視 点 で の 転 倒 予 防 策 が 提 案
でき る可 能 性 が考 えら れた 。  
従 っ て 、 転 倒 予 防 の た め の 介 入 を 実 施 す る た め に は 、 入 所 者 の 転
倒 発 生 状 況 を 詳 細 に 分 析 し 、 得 ら れ た 結 果 を 基 に 、 よ り 現 実 的 か つ
実 践 でき る 転 倒 予 防 を 検 討 する 必 要 があ る 。 そし て 、 そ の 介 入 効 果 を
検 証 す る こ と は 、 今 も な お 多 く の 転 倒 が 発 生 し て い る 介 護 現 場 に お い
て意 義 は 大 き いと 考 えら れた 。  
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1-3- 2 .  本 研 究 の 目 的  
1 )  老 健 施 設 入 所 者 を 移 動 手 段 別 に 分 類 し 、 転 倒 発 生 状 況 を 明 ら
か にする こと 。  
  
2 )  老 健 施 設 に勤 務 す る職 員 に 対 し て KY T を 実 施 し、 そ の効 果 を 検
討 す るこ と 。  
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第 2 章  
介 護 老 人 保 健 施 設 入 所 者 の転 倒 発 生 状 況  
 
 
2-1 .  目 的  
 老 健 施 設 入 所 者 を 車 椅 子 使 用 者 （ 全 介 助 者 ） 、 車 椅 子 使 用 者
（ 部 分 介 助 者 ） 、 歩 行 移 動 者 に 分 類 し 、 移 動 手 段 別 に 転 倒 発 生 状
況 を 明 ら か にす る こ と。  
 
2 - 2 .  方 法  
 
2 - 2 - 1 .  対 象  
茨 城 県 内 にあ る 3 ヶ 所 の老 健 施 設 で 発 生 した 転 倒 を 含 む事 故 を
記 録 し た 事 故 報 告 書 や 診 療 録 な ど を 分 析 対 象 と し た 。 分 析 対 象 者
数 は 、 3 ヶ 所 の 老 健 施 設 に お い て 、 短 期 入 所 者 （ シ ョ ー ト ス テ イ ） を 除
いた 入 所 者 34 1 名 （A 施 設 86 名 , B 施 設 11 3 名 ,C 施 設 14 2 名 ) で
あ る 。 た だ し 、 長 期 入 所 目 的 で 入 所 し た が 体 調 不 良 な ど を 理 由 に 数
日 で 退 所 した 場 合 は人 数 とし て数 えた 。  
 
2 - 2 - 2 .  手 続 き  
1 )  調 査 期 間  
分 析 対 象 期 間 は 2 013 年 4 月 1 日 か ら 201 4 年 3 月 3 1 日 まで
の情 報 とした 。  
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2 )  調 査 内 容  
事 故 報 告 書 を 基 に 転 倒 が 確 認 さ れ た 時 点 で の 直 近 の 情 報 を 診
療 録 か ら 収 集 し 、 そ の他 事 故 報 告 書 に 記 載 さ れて い な い 必 要 な情 報
に 関 し て は 、 本 人 や 施 設 職 員 へ の 聞 き 取 り や 診 療 録 の リ ハ ビ リ テ ー シ
ョ ン 計 画 書 ま た は 介 護 記 録 か ら 収 集 し た 。 全 て の 調 査 は 、 研 究 調 査
者 1 人 で 実 施 した 。  
基 本 情 報 と し て 、 年 齢 、 性 別 の 情 報 を 収 集 し た 。 診 断 名 は 、 診 療
録 に あ る 医 師 が 記 載 し た 入 所 者 の 診 断 書 か ら 収 集 し 、 疾 患 名 が 複
数 記 載 さ れ て いる 場 合 にお い ても 情 報 を 得 た 。要 介 護 度 は 介 護 保 険
被 保 険 者 証 か ら 情 報 を 得 た 。 薬 剤 服 用 数 は 1 日 あ た り の 服 用 数 を
収 集 し た 。 長 谷 川 式 簡 易 知 能 評 価 ス ケ ー ル 改 訂 版 （ H as e g a wa  
De me n t i a  r a t i n g  S c a l e -R ev i s e d 以 下 、 H DS -R ） 、 機 能 的 評 価
（Ba r t h e l  I n d e x 以 下 、 B I ）は 、 評 価 用 紙 か ら 情 報 を 得 た 。 各 時 間 帯
におけ る職 員 1 人 あた りの 入 所 者 数 は 、 施 設 の 入 所 定 員 数 と勤 務 表
を 基 に算 出 した 。  
転 倒 発 生 状 況 は 、 入 所 者 １ 人 に 対 し て 1 年 間 の 転 倒 回 数 と 転 倒
毎 に 、 転 倒 時 間 、 転 倒 場 所 、 転 倒 様 式 、 外 傷 の 程 度 、 外 傷 部 位 に
つ い て 情 報 を 得 た 。 転 倒 様 式 は 、 「 立 位 ・ 歩 行 時 」 、 「 移 乗 時 」 、 「 ず り
落 ち 」 「 詳 細 不 明 」 に 分 類 し た 。 立 位 ・歩 行 時 の 転 倒 は 、 起 立 時 や 着
座 時 ま た は 歩 行 中 の 転 倒 と し た 。 移 乗 時 の 転 倒 は 、 車 椅 子 と ベ ッ ド
間 の 移 乗 時 の 転 倒 ま た は 車 椅 子 と 椅 子 間 、 車 椅 子 と 便 器 な ど の 移
乗 時 の 転 倒 と し た 。 ま た 、 車 椅 子 や ベ ッ ド な ど か ら 落 ち た な ど の 記 載 が
あ り 、 明 ら か に 落 ち た と 判 断 で き る 場 合 を ず り 落 ち と し た 。 上 記 に 当 て
は ま ら な い 内 容 お よ び 「 座 っ て い た 」 「 寝 て い た 」 な ど 転 倒 発 生 に 関 す
る 情 報 が 不 足 し て い る 場 合 に は 詳 細 不 明 と し た 。 外 傷 の 程 度 に 関 し
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て 、 転 倒 に 起 因 し た 外 傷 を 「 無 」 「 軽 度 」 「 重 度 」 に 分 類 し た 。 国 立 大
学 附 属 病 院 医 療 安 全 管 理 協 議 会 が 定 め た 「 イ ン シ デ ン ト 影 響 度 分
類 」 1 2 3 ) を 参 考 に 骨 折 や 手 術 な ど の 濃 厚 な 治 療 や 処 置 を 要 し た 場 合
を 重 度 とし、 消 毒 な ど軽 微 な 治 療 や 処 置 を 要 した 場 合 は 軽 度 とした 。  
 
3 )  転 倒 の 定 義  
先 行 研 究 1 4 - 1 9 ) か ら 「自 分 の意 思 に 関 係 な く 地 面 また はよ り低 い場
所 に 足 底 以 外 が 触 れ る こ と 、 ベ ッ ド や 車 椅 子 か ら の ず り 落 ち に よ る 転
落 も 含 む 」 を 参 考 に 、 転 倒 基 準 に 当 て は ま る も の を 事 故 報 告 書 か ら
抽 出 し た 。 ま た 、 車 椅 子 使 用 者 の 転 倒 範 囲 に つ い て 、 車 椅 子 使 用
時 の 転 倒 だ け で は な く 、 立 位 ・ 歩 行 時 の 転 倒 あ る い は ベ ッ ド か ら の 転
落 な ども 含 ま れ てい る。  
 
4 )  移 動 手 段 別 の 分 類  
入 所 者 の 移 動 手 段 を 、 「 車 椅 子 使 用 者 （ 全 介 助 者 ） 」 「 車 椅 子 使
用 者 （部 分 介 助 者 ）」「 歩 行 可 能 者 」 に分 類 し 、 下 記 に 示 した 。  
①車 椅 子 使 用 者 （ 全 介 助 者 ）  
施 設 内 で の 生 活 に お い て 、 主 た る 移 動 手 段 と し て 車 椅 子 を 使 用 し、
日 常 生 活 動 作 の 全 てに 介 助 を 要 す る入 所 者 。  
②車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ）  
施 設 内 で の 生 活 に お い て 、 主 た る 移 動 手 段 と し て 車 椅 子 を 使 用 し、
日 常 生 活 動 作 の 一 部 に 監 視 また は 介 助 を 要 す る入 所 者 。  
③歩 行 可 能 者  
施 設 内 で の 生 活 に お い て 、 主 た る 移 動 手 段 が 歩 行 を 中 心 と し た
入 所 者 。介 助 の 有 無 は問 わず 、 歩 行 補 助 具 の 使 用 を 含 むとした 。  
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2-2- 3 .  統 計 学 的 解 析  
1 )  転 倒 事 故 全 体 の概 要  
対 象 期 間 中 に 報 告 さ れ た 転 倒 事 故 に つ い て 、 転 倒 回 数 、 時 間 、
場 所 、 様 式 、 外 傷 の 程 度 な ど に 関 す る 記 述 統 計 か ら 転 倒 事 故 全 体
の概 要 を 分 析 した 。  
 
2 )  移 動 手 段 別 に おけ る転 倒 発 生 状 況  
施 設 入 所 者 に お い て 移 動 手 段 別 に 分 類 し 、 転 倒 発 生 時 間 帯 、
場 所 、 発 生 様 式 に つ い て 分 析 し た 。 ま た 、 転 倒 発 生 率 は 、 移 動 手 段
別 の 転 倒 者 数 を 移 動 手 段 別 の 総 数 で 除 し た 数 値 を 求 め 、 百 分 率 で
示 した 。  
 
3 )  車 椅 子 使 用 者 （部 分 介 助 者 ）における転 倒 リスク 要 因 の検 討  
車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ） に お い て 、 転 倒 者 と 非 転 倒 者 の 年
齢 、 性 別 、 要 介 護 度 、 薬 剤 服 用 数 、 HD S-R 、 B I を 比 較 し た 。 年 齢 、
HD S- R、 B I は 対 応 のない t 検 定 、性 別 （ 男 性 ： 0、 女 性 ： 1 ）、 要 介 護
度 （ 4 , 5 ： 0 、 1 -3 ： 1 ） 、 薬 剤 内 容 を χ 2 検 定 、 薬 剤 服 用 数 を Mann -
Wh i t n e y  U 検 定 に て 行 っ た 。 転 倒 の 有 無 を 従 属 変 数 と し 、 そ れ ぞ れ
の 項 目 に お い て 有 意 差 の あ っ た 項 目 を 独 立 変 数 と し て 投 入 し た 多 変
量 解 析 （ ロ ジ ス テ ィッ ク 回 帰 分 析 、 強 制 投 入 法 ） を 行 っ た 。 な お 、 投 入
し た 独 立 変 数 は 多 重 共 線 性 を 相 関 行 列 に て 確 認 し 、 相 関 係 数 0 . 7
未 満 とした 。データ 解 析 に は、 S PS Sv e r 2 2 .  0 を 用 い 、い ず れの 解 析 も
有 意 水 準 は 5% とし た 。  
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2-2- 4 .  倫 理 的 配 慮  
本 研 究 は 、 筑 波 大 学 医 の 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て 実 施 し た  
（承 認 番 号  第 85 0 号 ） 。 入 所 者 の 医 療 介 護 情 報 を 開 示 するに あた
り 、 各 施 設 責 任 者 で あ る 施 設 長 と 現 場 責 任 者 に 本 研 究 の 目 的 と 内
容 を 書 面 およ び 口 頭 にて 説 明 し、 書 面 によ る 同 意 を 得 た 。  
 
2 - 3 .  結 果  
 
2 - 3 - 1 .  転 倒 事 故 の概 要  
 転 倒 事 故 の 概 要 を 表 3 に 示 し た 。 施 設 全 体 の 事 故 報 告 件 数 は
459 件 で あっ た 。 そ のうち 、転 倒 事 故 は 30 4 件 であ り、 施 設 で発 生 す
る事 故 の 66 . 2 %は 転 倒 事 故 で あっ た 。転 倒 者 数 は 、 過 去 1 年 間 の 総
入 所 者 数 3 41 名 の うち 1 54 名 で あり 、 転 倒 発 生 率 は 45 . 2 %で あっ た 。
また 、 154 名 のう ち 71 名 （ 46 . 1 % ）が 転 倒 を 繰 り 返 し ていた 。発 生 場 所
では、 転 倒 事 故 30 4 件 のう ち、 居 室 が 167 件 （5 4 . 9 %） と半 数 以 上 を
占 め ており 、 次 い で 食 堂 ・ホー ル 58 件 （ 19 . 0 % ）、 トイ レ 4 2 件 （ 1 3 . 8 % ）
であ っ た 。外 傷 の 程 度 で は 、 30 4 件 の う ち 外 傷 の ない 転 倒 が 25 9 件
（85 . 2 % ）で あっ た が 、骨 折 が 2 件 （ 0 . 7 % ）発 生 して いた 。 転 倒 によ る 外
傷 で 骨 折 した 2 例 は車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ） であ っ た 。  
 
2 - 3 - 2 .  転 倒 者 の 背 景 情 報  
転 倒 者 の 背 景 情 報 を 表 4 に示 した 。転 倒 者 154 名 の 平 均 年 齢
は 83 . 8±9 .5 歳 、 性 別 は 男 性 55 名 、女 性 99 名 で あっ た 。診 断 名
は、1 54 名 のうち 認 知 症 と診 断 さ れて いる 者 が 7 6 名 （ 49 . 4 % ） と最 も 多
く、 次 いで 高 血 圧 6 2 名 （40 . 2 %） 、脳 血 管 障 害 5 5 名 （3 5 . 7 % ）で あっ
35 
た 。要 介 護 度 は 、 1 54 名 のう ち要 介 護 1 が 14 名 （9 . 1 %）、 要 介 護 2
が 33 名 （2 1 . 4 %） 、 要 介 護 3 が 53 名 （ 34 . 4 % ）、 要 介 護 4 が 39 名
（25 . 3 % ）、 要 介 護 5 が 15 名 （9 . 7 % ） であっ た 。 1 日 あた りの薬 剤 服 用
数 は平 均 4 .7 ±1 . 8 であっ た 。H D S-R の平 均 点 は 、 1 3 . 8 ±7 . 1 で あっ
た 。B I の 平 均 点 は 、 62 . 6 ±20 . 3 であ っ た 。移 動 手 段 別 にみる と、 15 4
名 のうち 車 椅 子 を 使 用 し てい る 者 （ 全 介 助 者 ）は 15 名 （ 9 . 7 % ） 、車 椅
子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ） は 11 3 名 （ 73 . 4 % ） 、 歩 行 移 動 者 26 名
（ 16 . 9 % ） で あ っ た 。 歩 行 移 動 者 の う ち 独 歩 の 者 は 4 名 （ 2 . 6 % ） 、 杖 を
使 用 し てい る 者 は 3 名 （2 . 0 % ） 、シ ルバ ーカーを 使 用 し てい る者 は 8 名
（5 . 2 %） 、 車 椅 子 と シルバーカ ーを 併 用 して いる 者 は 1 1 名 （7 . 1 %） 、で
あっ た 。  
 
2 - 3 - 3 .  移 動 手 段 別 の転 倒 者 数 およ び 年 間 転 倒 発 生 率  
 車 椅 子 使 用 者 と 歩 行 移 動 者 に おけ る転 倒 者 数 の 比 較 を 表 5 に示
した 。車 椅 子 使 用 者 は 280 名 中 12 8 名 が転 倒 し ており 、転 倒 発 生
率 は 45 . 7 % であっ た 。歩 行 移 動 者 の 転 倒 者 数 は 61 名 中 26 名 であ
り、 転 倒 発 生 率 は 42 . 6 %で あっ た 。  
 ま た 、 車 椅 子 使 用 者 の う ち （ 全 介 助 者 ） と （ 部 分 介 助 者 ） に お け る 転
倒 者 数 の 比 較 を 表 6 に 示 した 。 車 椅 子 使 用 者 （ 全 介 助 者 ）は 80 名
中 1 5 名 であ り、 転 倒 発 生 率 は 18 . 8 % であっ た 。車 椅 子 使 用 者 （ 部 分
介 助 者 ）は 200 名 中 113 名 であ り、 転 倒 発 生 率 は 56 . 5 %で あっ た 。
従 っ て 、 移 動 手 段 別 に 比 較 す る と 、 車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ） の
転 倒 発 生 率 が 最 も 高 い こ とが示 さ れた 。  
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2-3- 4 .  移 動 手 段 別 の転 倒 発 生 場 所  
移 動 手 段 別 の 転 倒 発 生 場 所 に つい て図 2 に 示 した 。  
①車 椅 子 使 用 者 （ 全 介 助 者 ）  
転倒件数 43 件のうち居室・食堂・ホールでの転倒が 38 件（88%）であった。 
②車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ）  
転 倒 件 数 20 8 件 のうち が 居 室 での 転 倒 が 12 6 件 （ 61 % ） 、次 いで ト
イ レ 34 件 （ 16% ）、 食 堂 ・ホール 26 件 （12 . 5 % ）で あっ た 。  
③歩 行 移 動 者  
転 倒 件 数 53 件 の うち 居 室 での 転 倒 が 22 件 （ 42 %） 、次 いで 食 堂 ・
ホール 10 件 （1 9%） 、廊 下 9 件 （ 17 % ） であっ た 。  
 
2 - 3 - 5 .  移 動 手 段 別 の転 倒 発 生 時 間 帯  
移 動 手 段 別 の 転 倒 発 生 時 間 帯 およ び職 員 1 人 当 た り の入 所 者
数 を 図 3 に 示 した 。 施 設 全 体 にお いて 、 転 倒 が 多 く発 生 し てい る時 間
帯 は 、午 前 と 午 後 の 2 つの ピーク が観 察 さ れた 。 1 つ目 の ピーク は 、午
後 2 時 か ら 4 時 の 間 で 転 倒 総 数 30 4 件 の うち 47 件 （ 1 5 . 4 % ）で あっ
た 。2 つ 目 の ピーク は、 午 前 6 時 か ら 8 時 の 間 で 転 倒 総 数 304 件 の
う ち 32 件 （ 10 . 5 % ） であっ た 。  
また 、 最 も 職 員 の配 置 人 数 が 多 い 時 間 帯 は午 前 8 時 か ら 10 時 の
間 で 、職 員 1 人 当 た りの入 所 者 数 は 5 . 5 名 で あっ た 。一 方 、 最 も 職
員 の配 置 人 数 が少 ない 時 間 帯 は 午 後 6 時 か ら 午 前 6 時 までの 夜 間
か ら 早 朝 の 間 で 、 職 員 1 人 当 た り の 入 所 者 数 は 26 名 であっ た 。  
①車 椅 子 使 用 者 （ 全 介 助 者 ）  
最 も多 く 転 倒 し て い た 時 間 帯 は 午 後 2 時 か ら 4 時 の間 で 、 車 椅 子
使 用 者 （ 全 介 助 者 ）の総 転 倒 数 43 件 のうち 12 件 （2 7 . 9 % ）であっ た 。
37 
②車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ）  
最 も多 く 転 倒 し て い た 時 間 帯 は 午 後 2 時 か ら 4 時 の間 で 、 車 椅 子
使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ）の 総 転 倒 発 生 数 208 件 のう ち 3 1 件 （ 14 . 9 % ）
であっ た 。  
③歩 行 移 動 者  
最 も多 く 転 倒 し て い た 時 間 帯 は 午 前 6 時 か ら 8 時 の間 で 、 歩 行 移
動 者 の 総 転 倒 発 生 件 数 53 件 のう ち 7 件 （1 3 . 2 %） であ っ た 。  
 
2 - 3 - 6 .  移 動 手 段 別 の転 倒 発 生 様 式  
 移 動 手 段 別 の 転 倒 発 生 様 式 に つ い て 図 4 に 示 し た 。 転 倒 総 数
304 件 のう ち歩 行 時 の転 倒 は 7 4 件 （ 24 % ） 、 転 落 4 5 件 （ 15% ） 、 移 乗
時 103 件 （34 %） 、 詳 細 不 明 82 件 （ 2 7%）で あっ た 。  
①車 椅 子 使 用 者 （ 全 介 助 者 ）  
最 も 多 く 報 告 さ れ た 転 倒 様 式 は 、 車 椅 子 か ら の 転 倒 で あ り 、 車 椅
子 乗 車 時 に 車 椅 子 か ら 転 落 した 例 が多 く 、 本 人 要 因 ではな く 介 護 者
要 因 によ る 介 助 中 の転 倒 が含 ま れ 、 転 倒 件 数 43 件 のう ち 16 件 （37 %）
であっ た 。  
②車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ）  
最 も 多 く 報 告 さ れ た 転 倒 様 式 は 、 移 乗 時 の 転 倒 で あ り 、 車 椅 子 か
ら ベ ッ ド ま た は 便 器 や 椅 子 へ 移 動 す る 際 に 発 生 し て お り 、 転 倒 件 数
208 件 のう ち 94 件 （45% ）で あっ た 。  
③歩 行 移 動 者  
最 も多 く報 告 された転 倒 様 式 は、歩 行 時 の転 倒 であり  、歩 行 中 につま
ずくことで転 倒 した例 が多 く、転 倒 件 数 53 件 のうち 32 件 （61%）であった。  
 
38 
2-3-7.  車 椅 子 使 用 者 （部 分 介 助 者 ）における転 倒 リスク要 因 の検 討  
 車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ）の 背 景 を 表 7 に 示 した 。 年 齢 では 、
転 倒 者 （ 83 . 9 ±9 .0 ） の 方 が 非 転 倒 者 （ 79 . 9 ±10 . 6 ） に 比 べ て 有 意 に
高 か っ た 。 要 介 護 度 では 、 介 護 度 の 重 い 4 , 5 の 入 所 者 に比 べ て介 護
度 の軽 い 1-3 の入 所 者 では転 倒 者 が 有 意 に 多 か っ た 。 薬 剤 服 用 数
では、 転 倒 者 4 . 0 （ 3 . 0 - 6 . 0 ） の方 が 非 転 倒 者 3 . 0 （ 2 . 0 - 4 . 0 ）に比 べて
薬 剤 を 多 く 服 用 し て い た 。 薬 剤 内 容 で は 、 転 倒 に 関 連 す る 薬 剤 に お
い て 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た が 、 入 所 者 の お お よ そ 半 数 が 降 圧 薬
を 服 用 し ており 、 転 倒 者 11 3 名 のう ち 54 名 （4 7 . 8 % ） 非 転 倒 者 8 7 名
のうち 3 9 名 （44 . 8 % ）で あっ た 。 HD S- R では 転 倒 者 （ 13 . 9±7 .0 ） の方
が 非 転 倒 者 （ 16 . 1 ±7 .0 ） に 比 べ て 有 意 に 得 点 が 低 か っ た 。 ま た 、 認
知 症 疑 い と さ れ る H DS- R 得 点 が 20 点 以 下 の 者 は 転 倒 者 1 01 名 、
非 転 倒 者 67 名 で あっ た 。  
また 、 表 7 に 示 した 転 倒 者 と 非 転 倒 者 の比 較 で 有 意 差 の あっ た 項
目 に お い て 転 倒 の 有 無 を 従 属 変 数 と し て、年 齢 （year）、 要 介 護 度
（ 4 , 5 = 0 、 1 -3= 1 ） 、 薬 剤 服 用 数 （ 錠 数 ）、HD S- R （ 点 数 ） を 独 立 変 数 と
し て 投 入 し た 多 変 量 解 析 （ロジスティック回 帰 分 析 、強 制 投 入 法 ）の結 果
を表 8 に示した。その結果、年 齢 、要 介 護 度 、 薬 剤 服 用 数 、H DS - R に
有 意 差 が 認 めら れ、オッズ比 はそ れ ぞ れ 1 . 1 3 、2 . 5 6 、1 . 3 8 、0 . 9 2 で あ
っ た（表 8）。すなわち 、転 倒 リ スク につ い て、 年 齢 が 1 歳 増 すごと に 1 . 1 3
倍 に 、要 介 護 度 4 , 5 に比 べて 1～3 は 2.56 倍 に 、 薬 剤 服 用 数 が 増 す
ご とに 1.38 倍 に、HDS-R 得点 が高 ま る と 0.92 倍であ る こと が示 された 。  
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2-4 .考 察  
 
2 - 4 - 1 .  転 倒 事 故 の概 要  
老 健 施 設 にお いて 、調 査 が 行 わ れた 平 成 22 年 時 点 で の平 均 在
所 日 数 は 32 9 日 、 平 均 要 介 護 度 は 3 . 3 と 報 告 さ れて い る 1 2 4 ) 。 本 研
究 にお ける 老 健 施 設 の平 均 在 所 日 数 は A 施 設 707 日 、B 施 設 568
日 、C 施 設 555 日 で あり 、全 国 と比 較 して いず れも 在 所 日 数 が 延 長
していた 。 平 均 要 介 護 度 はそ れぞ れ 3 . 4 、3 . 2、 3 . 6 であっ た ことか ら 、
介 護 度 は 類 似 し て い る 施 設 で あ っ た 。 し か し な が ら 、 建 物 の 構 造 や 職
員 の 配 置 状 況 が 異 な っ て い る 。 と く に 、 B 施 設 で は 、 他 の 施 設 に 比 べ
て平 均 要 介 護 度 が 低 く 、 介 護 が必 要 と しながら も活 動 性 が 高 いた め、
転 倒 が 多 いこ とが 考 えら れた 。  
本 研 究 に お い て 、 最 も 多 く 発 生 し て い た 事 故 内 容 は 、 転 倒 で あ り 、
過 去 1 年 間 の 事 故 総 数 45 9 件 のう ち 304 件 （ 66 . 2 % ）で あ っ た 。短 期
入 所 者 を 除 き 過 去 1 年 間 で 転 倒 した 人 数 154 名 を 総 入 所 者 数 3 41
名 で 除 して 転 倒 発 生 率 を 算 出 する と 4 5 . 2 %で あり 、先 行 研 究 と 比 べ て
同 程 度 の 転 倒 発 生 率 であっ た 2 5 , 2 6 , 6 7 , 7 8 ) 。  
転 倒 した 既 往 のあ る入 所 者 15 4 名 の うち、 2 回 以 上 転 倒 した 入 所
者 は 71 名 で あり 、 その割 合 は 46 . 1 %と おおよ そ 半 数 が 転 倒 を 繰 り 返 し
て い た 結 果 で あ っ た 。 こ の こ と は 偶 発 的 に 転 倒 に 至 る こ と ば か り で は な
く 、 転 倒 を 繰 り 返 す 身 体 的 要 因 あ る い は 環 境 的 要 因 が 存 在 す る と 考
え ら れ た 。 ま た 、 転 倒 し た こ と で 外 傷 に 至 る 例 は 少 な く 、 転 倒 事 故 総
数 304 件 のうち 25 9 件 （85 . 2 % ）の 転 倒 者 に は外 傷 が 認 めら れ なか っ
た が、 外 傷 が 認 めら れた 4 5 件 （1 4 . 8 %） の転 倒 件 数 のう ち、 3 件 （1 . 0 % ）
が 骨 折 や 切 傷 な ど に よ り 濃 厚 な 治 療 や 処 置 を 要 し た 重 度 の 外 傷 で あ
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っ た 。 こ れら の こ とか ら 転 倒 によ り 受 傷 す る こ と は 稀 で あ るが 、 虚 弱 状 態
で あ る 入 所 者 に お い て は 、 大 事 故 を 招 く 可 能 性 が 少 な か ら ず あ る こ と
が考 えら れた 。  
転 倒 発 生 時 間 帯 は、 午 前 6 時 か ら 8 時 の間 と 午 後 2 時 か ら 4 時
の間 で 2 つのピ ーク が確 認 さ れた 。 こ れ までに 起 床 前 後 や 午 後 に 多 い
こ と が 報 告 さ れ て お り 9 , 6 7 ) 、 本 研 究 に お い て も 同 じ 結 果 で あ っ た 。 こ れ
ら は 、 食 事 や 排 泄 な ど の 活 動 時 間 帯 で あ り 、 日 常 生 活 動 作 に お け る
監 視 体 制 の 強 化 や 必 要 に 応 じ た 排 泄 介 助 な ど に よ り 、 入 所 者 の 安
全 性 を 評 価 する こ と が重 要 で ある と考 え ら れた 。  
転 倒 発 生 場 所 で は、移 動 手 段 に 関 わ ら ず 、 居 室 で の 転 倒 が 頻 発
し て い た 。 老 健 施 設 は 在 宅 復 帰 を 目 指 す 施 設 で あ る た め 7 ) 、 本 人 の
意 向 や 体 調 不 良 を 除 き 、 就 寝 時 間 帯 以 外 は ホ ー ル な ど で 運 動 や レ
ク リ エ ー シ ョ ン を 行 っ た り 、 入 浴 ・ 食 事 な ど 規 則 に 則 っ た 一 日 の 流 れ と
し て ベ ッ ド か ら 離 れ た 生 活 を 送 っ て い る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 居 室 で の 転
倒 が 多 く 報 告 さ れ た 理 由 に は 滞 在 時 間 の 長 短 で は な く 、 転 倒 に 起 因
す る 移 乗 動 作 が 居 室 内 で 多 く 行 わ れ て い る こ と が 影 響 し て い る と 考 え
ら れた 。  
職 員 1 人 当 た りの 入 所 者 数 では 、午 前 6 時 か ら 8 時 の 間 で 11 . 8
名 、 午 後 2 時 か ら 4 時 の 間 で 6 名 で あり 、職 員 が 多 い 時 間 帯 に おい
て も 転 倒 が 多 く 発 生 し て い た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 単 に 職 員 を 増 員 す る
だけで な く、 職 員 1 人 1 人 の 危 険 に 対 する 安 全 意 識 を 高 める こ とが重
要 で ある と 考 えら れ た 。  
本 研 究 では 、 車 椅 子 使 用 者 （部 分 介 助 者 ）に要 介 護 5 が含 まれ
て い た 。 要 介 護 5 の 認 定 基 準 に お い て は 、 「 介 護 な し には 日 常 生 活
を 営 む こ と が ほ ぼ 不 可 能 な 状 態 」 と さ れ 、 い わ ゆ る 寝 た き り 状 態 と 言 わ
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れる 者 で あ る。 こ れ ら につい て 、 判 定 上 は要 介 護 5 であ る が実 生 活 上
は あ る 程 度 動 く こ と が で き る 入 所 者 で あ り 、 判 定 上 の 結 果 と 実 際 の 日
常 生 活 動 作 に 差 異 があっ た 。  
 
2 - 4 - 2 .  移 動 手 段 別 の年 間 転 倒 発 生 率 およ び転 倒 発 生 状 況  
1）  車 椅 子 使 用 者 （全 介 助 者 ）  
車 椅 子 （ 全 介 助 者 ）では 、8 0 名 中 15 名 が転 倒 し ており 年 間 転 倒
発 生 率 は 18 . 8 % 、 転 倒 発 生 場 所 は 居 室 に 次 い で 食 堂 ・ ホ ール に て 、
午 後 2 時 か ら 4 時 の間 で 、ベ ッドや 車 椅 子 か ら のず り落 ち によ る転 倒
が 多 く 報 告 さ れ た 。 車 椅 子 使 用 者 （ 全 介 助 者 ） は 、 自 力 で の 体 動 が
困 難 な 状 況 で あ り 活 動 性 が 低 く 、 自 発 的 な 活 動 に 起 因 し た 転 倒 は
少 な い こ と が 示 さ れ て お り 7 3 ） 、 本 研 究 に お い て も 同 等 の 結 果 で あ っ た 。  
転 倒 事 故 全 体 のお およ そ 2 割 が 介 護 者 に起 因 した 転 倒 であり 、 介
助 中 に 床 へ 落 ち た こ と や 食 堂 ・ ホ ー ル に て 車 椅 子 乗 車 中 に ず り 落 ち
て い た 。 介 護 施 設 に お い て 、 職 員 の 認 識 ・ 技 術 不 足 が 入 所 者 の 転
倒 につ なが る要 因 の 1 つで あ るこ とが 報 告 さ れて い る 4 6 ） 。こ れら の こ と
か ら 、 介 護 者 に よ る 介 助 動 作 の 技 術 向 上 や 随 時 姿 勢 を 修 正 す る ケ
ア の 習 慣 ま た は 監 視 が 行 き 届 く 場 所 へ の 配 置 工 夫 な ど 職 員 の 知 識 ・
技 術 向 上 へ の 取 り 組 み や 危 険 に 対 す る 共 通 認 識 の 上 で ケ ア を 提 供
する 職 場 全 体 にお ける 組 織 体 制 の 重 要 性 が 考 えら れた 。  
 
2）  車 椅 子 使 用 者 （部 分 介 助 者 ）  
車 椅 子 （ 部 分 介 助 者 ）で は、 20 0 名 中 1 13 名 が 転 倒 し ており 年 間
転 倒 発 生 率 は 5 6 . 5 % 、 転 倒 発 生 場 所 は 居 室 に 次 い でト イ レ に て 、 午
後 2 時 か ら 4 時 の 間 で 、移 乗 動 作 で の 転 倒 が多 く 報 告 され た 。 こ れら
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に つ い て は 、 昼 食 後 に 一 度 ベ ッ ド へ 臥 床 し た が 再 び 起 床 し 、 ベ ッ ド か
ら 車 椅 子 へ 移 乗 す る 際 ま た は 車 椅 子 へ 移 乗 し た 後 ト イ レ へ 行 き 、 車
椅 子 か ら 便 器 へ の 移 乗 の 際 に 転 倒 が 多 く 発 生 し て い た 。 こ れ ま で に
車 椅 子 使 用 者 は 移 乗 時 に 転 倒 が 多 い こ と が 示 さ れ て お り 1 3 ） 、 本 研
究 にお いても 同 じ 結 果 で あっ た 。 こ れら の こ とか ら 、 午 後 2 時 か ら 4 時
の 間 に 居 室 や ト イ レ の 巡 回 頻 度 を 増 や す こ と や 介 助 の 方 法 を 見 直 し 、
施 設 ケア 場 面 に 反 映 さ せ る こ と で 転 倒 の危 険 が 減 少 す る 可 能 性 が 考
えら れた 。  
また 、事 故 報 告 書 で 移 乗 時 の 転 倒 は 、車 椅 子 ブ レ ーキの か け忘 れ
やフ ットプ レー トの 挙 げ忘 れによ る 転 倒 が報 告 され 、 見 守 り や介 助 を 必
要 とし てい ながら も 実 際 には 1 人 で移 乗 を 行 っ て い る背 景 が伺 わ れた 。
こ の こ と は 、 移 乗 時 の 環 境 的 な 問 題 や そ れ に 対 応 で き な い 心 身 機 能
の 問 題 な ど が 考 え ら れ 、 個 々 の 認 知 面 ・ 身 体 面 の 評 価 に 基 づ い た 対
応 や ベ ッ ド の 高 さ 、 柵 の 位 置 設 定 な ど を 含 め た 環 境 設 定 が 重 要 で あ
る と 考 え ら れ た 。 ま た 、 高 齢 者 施 設 で 用 い ら れ て い る い わ ゆ る 普 通 型
車 椅 子 は 高 齢 者 の 身 体 寸 法 か ら 考 え る と 座 幅 、 奥 行 き は 適 合 し て お
ら ず 1 2 5 ） 、 今 野 ら 1 2 6 ） は 、老 健 施 設 入 所 者 の 車 椅 子 の適 合 状 況 を 調
査 した 結 果 、不 適 合 者 が 89 . 5 % であ っ た と報 告 して いる こと か ら 、転 倒
ハ イ リ ス ク 者 を 特 定 し た 上 で 身 体 計 測 を 実 施 し 、 個 々 に 見 合 っ た 車
椅 子 の 提 案 を する ことも 重 要 で ある と 考 えら れた 。  
 
3）  歩 行 移 動 者  
歩 行 移 動 者 では 6 1 名 中 26 名 が 転 倒 して おり 年 間 転 倒 発 生 率
は 42 . 6 % 、 転 倒 発 生 場 所 は 居 室 に 次 い で 食 堂 ・ ホ ール に て 、 午 前 6
時 か ら 8 時 の 間 で 、立 位 や 歩 行 時 に 多 く 報 告 さ れた 。施 設 入 所 者 に
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お い て 、 歩 行 移 動 者 は 立 位 ・ 歩 行 時 に 滑 る 、 つ ま ず く こ と で 転 倒 に 至
るこ とが 多 い と 報 告 さ れ 1 3 ） 、本 研 究 に おいて も 同 じ 結 果 で あっ た 。 こ れ
ら の こ と か ら 、 立 ち 上 が り 動 作 時 に お け る 血 圧 の 変 動 に よ る 影 響
1 2 7 , 1 2 8 ) に 加 え 、 朝 の 覚 醒 状 態 が 不 十 分 で あ る た め に 、 立 位 時 や 歩 行
中 に 転 倒 す る と 考 え ら れ た 。 従 っ て 、 夜 間 の 睡 眠 状 況 や 起 床 時 の 血
圧 測 定 な ど に よ り 覚 醒 状 況 の 確 認 を 十 分 に 行 い 、 入 所 者 の 体 調 を
管 理 する こと が 重 要 であ ると 考 えら れた 。  
 
2-4-3 .  車 椅 子 使 用 者 （部 分 介 助 者 ）における転 倒 リスク要 因 の検 討  
移 動 手 段 別 の 転 倒 発 生 状 況 で は 、 車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ）
の 転 倒 発 生 率 が 最 も 高 か っ た こ と か ら 、 車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ）
に 着 目 し 、 比 較 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 転 倒 リ ス ク 要 因 と し て 年 齢 が 高
いこ と 、要 介 護 度 が 低 い こ と、 薬 剤 服 用 数 が多 い こと 、 HD S -R 得 点 が
低 い こ とが転 倒 リ ス ク であ るこ とが 示 唆 された 。  
年 齢 に 関 し て は 、 加 齢 によ る 心 身 機 能 の 低 下 が 転 倒 に 起 因 し てい
る こ と が 示 さ れ て い る 6 0 ） 。 施 設 入 所 者 を 対 象 に し た 転 倒 リ ス ク 調 査 に
おいて 、 65 歳 以 上 の年 間 転 倒 発 生 率 は 28 ～35 % ,  7 5 歳 以 上 では
32～ 42% と 報 告 さ れ 6 1 - 6 3 ） 、 本 研 究 も 同 様 に 高 年 齢 者 ほ ど 転 倒 の リ ス
ク が 高 か っ た 。 こ の こ と か ら 、 よ り 年 齢 が 高 い 入 所 者 へ の 監 視 体 制 の
強 化 など 転 倒 予 防 に向 けた ケア が重 要 で ある と 考 えた れ た 。  
要 介 護 度 に 関 し て は 、 施 設 入 所 者 に お い て 身 体 自 立 度 の 高 い者
ほ ど 生 活 空 間 が 広 く 、 転 倒 リ ス ク が 高 ま る こ と が 示 さ れ て い る 1 2 9 ） 。 本
研 究 も 同 様 の 傾 向 で あ り 、 要 介 護 度 が 比 較 的 低 い 者 は 行 動 範 囲 も
広 く 、 活 動 性 が 高 い た め 転 倒 が 多 か っ た と 考 え ら れ た 。 こ れ ら の こ と か
ら 、 日 常 生 活 が 安 全 に 送 れ る よ う 生 活 動 線 上 に お い て 入 所 者 の 行
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動 を 把 握 し 、 転 倒 に 至 る 可 能 性 の あ る 要 因 に つ い て の 対 策 を 考 え る
必 要 が あ る 。 また 、 移 乗 動 作 な ど 日 常 生 活 動 作 能 力 に 基 づ き 必 要 に
応 じた 見 守 り や介 助 に よ り 、 入 所 者 の 安 全 性 を 評 価 す る こ とが 重 要 で
ある と考 えら れた 。  
薬 剤 服 用 数 に 関 し て は、 65 歳 以 上 の 高 齢 者 にお い て、 処 方 薬 剤
数 が 2 種 類 以 下 の 者 では 転 倒 発 生 率 が 10% 、3 ～ 4 種 類 では 25 %、
5 種 類 以 上 では 5 0% で あり 、多 種 類 の 薬 剤 を 服 用 する こ と は 転 倒 リス
ク が 高 まる こ と が 示 さ れ て い る 1 3 0 - 1 3 2 ） 。 本 研 究 に お いて も 薬 剤 服 用 数
が 多 い 者 ほ ど 転 倒 リ ス ク が 高 く 、 同 様 の 結 果 で あ っ た 。 薬 剤 の 種 類 や
量 、 転 倒 の 危 険 性 が 高 ま る 作 用 ・ 副 作 用 を 有 す る 薬 剤 を 薬 剤 師 な ど
他 職 種 連 携 のもとで見 直 すことは転 倒 予 防 効 果 があり 1 3 3 , 1 3 4 ) 、薬 剤 種
類 数 を増 減 させた場 合 でも ADL 等 に変 化 はないことが報 告 されている
ことから 1 3 5 ） 、薬 剤 の再 評 価 時 には、対 象 者 の疾 患 ・病 態 に合 わせ 、多
職 種 で検 討 することや高 齢 者 の安 全 な薬 物 療 法 ガイドライン 1 3 6 - 1 3 8 ） を
用 いることが有 効 であると考 えられた。  
HD S- R に 関 し て は 、 認 知 機 能 が 低 下 し て い る 者 は 転 倒 発 生 率 が
高 い こ とが示 さ れて い る 5 5 , 5 6 ) 。 施 設 入 所 者 を 対 象 にした 転 倒 リ スク 調
査 で は 、 入 所 者 の 95% が 何 ら か の 認 知 機 能 障 害 を 有 し て お り 、 場 所
が 覚 え ら れ な い こ と や 危 機 管 理 不 足 な ど の 理 由 か ら 転 倒 を 繰 り 返 す こ
とが報 告 さ れて いる 8 4 ） 。 本 研 究 で も同 様 に 、車 椅 子 ブ レ ーキのか け 忘
れ な ど 危 機 管 理 不 足 に 起 因 し た 事 故 が 報 告 さ れ 、 転 倒 者 の 半 数 以
上 が 転 倒 を 繰 り 返 し て い た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 HD S- R 得 点 が 比 較 的
低 い 入 所 者 へ の 監 視 体 制 の 強 化 や 入 所 者 に 変 わ っ て 車 椅 子 の ブ レ
ー キ を か け る な ど 職 員 側 の 安 全 意 識 を 高 め る こ と で 転 倒 事 故 を 未 然
に防 止 する こ とが 重 要 で ある と 考 えら れ た 。  
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2-5 .  小 括  
施 設 入 所 者 の 年 間 転 倒 発 生 率 は 高 く 、 老 健 施 設 で 発 生 す る 全
ての事 故 のう ち 6 割 以 上 が 転 倒 で あっ た 。転 倒 発 生 状 況 は入 所 者 の
移 動 手 段 ご と に 異 な っ て お り 、 車 椅 子 使 用 者 （ 全 介 助 者 ） は 居 室 で
午 後 2 時 か ら 4 時 の間 で ベッド や車 椅 子 か ら のずり 落 ち が 多 く 報 告 さ
れた 。 車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ） は居 室 で午 後 2 時 か ら 4 時 の 間
で 移 乗 動 作 で の 転 倒 が 多 く 報 告 さ れ た 。 歩 行 移 動 者 は 居 室 で 午 前
6 時 か ら 8 時 の間 で立 位 時 また は 歩 行 中 での 転 倒 が 多 く報 告 された 。  
移 動 手 段 別 の 転 倒 発 生 率 で は 、 車 椅 子 使 用 者 （部 分 介 助 者 ）が
最 も 高 頻 度 に 転 倒 し て い た 。 車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ） に お い て 、
①高 年 齢 ② 介 護 度 が低 い ③薬 剤 服 用 数 が多 い ④ HD S- R 得 点 が 低
い こ と が リ ス ク 要 因 で あ り 、 こ れ ら に 該 当 す る 入 所 者 を リ ス ト 化 し 、 転 倒
防 止 を 意 識 し た ケ ア を 検 討 す る こ と で 転 倒 が 回 避 で き る 可 能 性 が 考
えら れた 。  
転 倒 者 の お お よ そ 半 数 が 認 知 症 の 診 断 を 有 し 、 車 椅 子 使 用 者
（ 部 分 介 助 者 ） に お け る 認 知 症 疑 い （ HD S- R  ≦ 20 ） の 者 は 、 転 倒 者
89 . 4 ％ 、非 転 倒 者 77 . 0 ％で あっ た こと か ら 、入 所 者 への 教 育 的 あ る い
は 啓 蒙 的 介 入 に は 限 界 が あ る こ と が 考 え ら れ た 。 認 知 機 能 が 低 下 し
て い る 者 が 多 く 入 所 し て い る 施 設 現 場 で は 、 入 所 者 の 監 視 体 制 の 強
化 や 入 所 者 に 代 わ っ て 車 椅 子 の ブ レ ー キ を か け る な ど 職 員 側 の 安 全
意 識 を 高 め る こ と が 重 要 で あ る 。 ま た 、 介 護 者 に 起 因 し た 転 倒 事 故 が
約 2 割 発 生 してお り、 職 員 の認 識 ・ 判 断 不 足 が 入 所 者 の 転 倒 に つな
が る 要 因 で あ る こ と が 考 え ら れ 、 施 設 で の 転 倒 予 防 に は 、 職 員 へ の 啓
蒙 ・ 教 育 が 有 効 で ある と考 えら れた 。  
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第 3 章  
介 護 老 人 保 健 施 設 における  
危 険 予 知 トレーニングを用 いた介 入 効 果  
 
3 - 1 .  目 的  
1）   職 員 の 安 全 意 識 への効 果  
老 健 施 設 に勤 務 す る 職 員 に 対 し て KY T を 実 施 し 、 職 員 の 安 全 意
識 の変 化 を 検 討 す るこ と 。  
 
2）  入 所 者 の 転 倒 予 防 への効 果  
KY T 前 後 にお ける 入 所 者 の 転 倒 発 生 状 況 を 検 討 す る こと 。  
 
3 - 2 .  方 法  
 
3 - 2 - 1 .  対 象  
1）  職 員 の安 全 意 識 への 効 果  
2 0 1 6 年 7 月 2 5 日 時 点 で A 老 健 施 設 に 勤 務 す る全 職 員 5 1 名
（ 非 常 勤 を 含 む ） と し た 。 そ の う ち 、 本 研 究 に 同 意 が 得 ら れ な か っ た 者
（ n=2 ） 、 同 意 は 得 ら れ た が ト レ ー ニ ン グ に 参 加 し な か っ た 者 （ n=6 ） 、 フ
ォ ロ ー ア ッ プ が 困 難 で あ っ た 者 （ n=1 3 ） 、 調 査 用 紙 の 記 載 に 不 備 が あ
っ た 者 （n= 1 ）は 除 外 した （図 5 ） 。  
 
2）  入 所 者 の 転 倒 予 防 への効 果  
2 0 1 5 年 5 月 か ら 1 0 月 およ び 201 6 年 5 月 か ら 10 月 の期 間 に入
所 して いた Ａ老 健 施 設 入 所 者 （ ショー トステイ 含 む） とした 。  
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3-2- 2 .  KY T の内 容 と 手 順  
1）  KY T のテ ーマ  
本 研 究 で 用 いた K Y T のテーマは 、 施 設 にお ける 過 去 の 事 故 報 告
書 か ら 事 故 が 頻 発 し て いた 「 居 室 での 移 乗 時 」 と い うセ ッ テ ィ ン グイ ラ ス
ト 1 2 8 ） を 採 用 した （ 図 6） 。  
 
2）  KY T の 構 成  
KY T 開 始 前 に 、 転 倒 事 故 防 止 活 動 に 取 り 組 む 基 本 姿 勢 と し て、
転 倒 発 生 要 因 を 含 む 実 態 や 中 央 労 働 災 害 防 止 協 会 （ 以 下 、 中 災
防 ） が 提 唱 し て い る ゼ ロ 災 害 全 員 参 加 運 動 9 9 ) に つ い て 、 ① ゼ ロ 災 運
動 の 理 念 ② 先 取 り の 原 則 ③ 参 加 の 原 則 を 本 研 修 会 の 趣 旨 や 進 め
方 と 合 わ せて 10 分 間 説 明 した 後 、 研 修 を 開 始 した 。 内 容 は 、イラ ス ト
（ 図 6 ） を 用 い て 事 故 の 原 因 と な る 不 安 全 行 動 や 不 安 全 状 態 、 ま た
引 き 起 こ さ れ う る 現 象 に つ い て 忌 憚 の な い 意 見 を グ ル ー プ で 多 く 出 し
合 い 、 危 険 の ポ イ ン ト や 行 動 目 標 を 設 定 し 、 指 差 し 唱 和 を す る 系 統
的 な 内 容 であ る 。進 行 方 法 は 、中 災 防 が推 奨 して いる 方 法 9 9 ） を 参 考
に①現 状 把 握 、② 本 質 追 及 、 ③ 対 策 樹 立 、④ 目 標 設 定 とい う 4 つの
ラ ウンドに て段 階 的 に進 めた （表 9 ）。  
 
3 - 2 - 3 .  調 査 方 法  
1）  職 員 の安 全 意 識 への 効 果  
2 0 1 6 年 7 月 25 日 か ら 7 月 30 日 の 間 、 著 者 が施 設 内 で KY T を
1 日 1 回 60 分 間 実 施 し 、 対 象 者 は 期 間 内 に 1 回 以 上 KY T を 受 講
し た 。また 、 受 講 1 ヶ 月 前 、受 講 1 ヶ 月 後 、 受 講 3 ヶ 月 後 に安 全 意
識 に関 する 自 記 式 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。  
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2）  入 所 者 の 転 倒 予 防 への効 果  
2 0 1 5 年 5 月 か ら 1 0 月 およ び 201 6 年 5 月 か ら 10 月 までの 間 に
報 告 さ れ た 転 倒 事 故 を 記 録 し た 事 故 報 告 書 を 用 い て 調 査 し た 。 事
故 報 告 書 に 記 載 さ れ て い な い 必 要 な 情 報 に つ い て は 、 職 員 へ の 聞 き
取 りや 介 護 記 録 か ら 収 集 した 。  
 
3 - 2 - 4 .  情 報 収 集  
1）  職 員 に関 する 調 査 項 目  
受 講 1 ヶ 月 前 時 点 での 年 齢 、 性 別 、職 種 、施 設 経 験 年 数 、 職 務
経 験 年 数 、 勤 務 形 態 を 収 集 し た 。 ま た 、 安 全 意 識 ・ 安 全 文 化 を 測 定
す る ツ ー ル と し て 、 米 国 を 中 心 に 広 く 活 用 さ れ て い る P a t i e n t  S a f e t y  
Cen t e r  o f  I n q u i r y  c u l t u r e  s u r v e y 1 3 9 ） （以 下 、 P SC I ）を 和 訳 した 調 査
用 紙 1 4 0 ) を 用 い て 調 査 した （表 10 ）。  
質 問 紙 は 、 組 織 環 境 ・ リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 自 己
意 識 の 4 因 子 30 項 目 か ら 構 成 さ れ、 各 質 問 項 目 は いず れも主 観 的
に評 定 さ れる 5 件 法 （1 ：全 くそう 思 わ ない 、 2 ：あ まり そう 思 わ ない 、 3 ：ど
ち ら で も な い 、 4 ： ま あ そ う 思 う 、 5 ： と て も そ う 思 う ） で 、 得 点 が 高 い ほ ど 安
全 意 識 が 高 い と 評 価 さ れ る 。 組 織 環 境 と は 、 上 司 や 同 僚 と の 関 係 、
ま た 職 場 の 安 全 意 識 に 対 す る 環 境 を 表 すも の で 、10 項目 で 構 成 さ れ
て い る 。 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト と は 、 組 織 で 取 り 組 ん で い る 安 全 意 識 を 高 め
る た め の 対 策 や ポ リ シ ー を 表 す も の で 、5 項目 で 構 成 さ れ て い る 。 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン と は 、 職 場 で の 同 僚 と 様 々 な 要 因 に 関 す る 情 報 を 共 有 し 、
相 互 に 意 思 疎 通 を 図 る こ とを 表 すも の で 、7 項目 で 構 成 さ れて い る。 自
己 意 識 と は 、 個 人 の 安 全 や 安 心 に 対 し て 抱 い て い る 意 識 を 表 す も の
で、8 項 目 で 構 成 さ れて い る 。  
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2）  入 所 者 に 関 す る 調 査 項 目  
転 倒 発 生 状 況 （ 入 所 者 数 、 総 人 日 、 全 事 故 件 数 、 転 倒 事 故 件
数 、 転 倒 者 数 、再 転 倒 者 数 、 怪 我 を 伴 う転 倒 件 数 、 10 0 0 人 日 当 た
りの 転 倒 発 生 率 お よ び 転 倒 発 生 場 所 ）を 調 査 した 。 転 倒 の基 準 は 先
行 研 究 1 4 - 1 9 ) を 参 考 に「 自 分 の意 思 に関 係 な く地 面 また はよ り低 い場
所 に 足 底 以 外 が 触 れ る こ と 、 ベ ッ ド や 車 椅 子 か ら の ず り 落 ち に よ る 転
落 も 含 む 」 と 定 義 し 、 基 準 に 当 て は ま る も の を 事 故 報 告 書 か ら 抽 出 し
た 。 ま た 、 転 倒 基 準 に 当 て は ま ら な い 内 容 お よ び 事 故 報 告 書 内 に 転
倒 の 記 載 が な く 「 座 っ て い た 」 「 寝 て い た 」 な ど 転 倒 発 生 に 関 す る 情 報
が不 足 して いる 場 合 には 詳 細 不 明 と した 。  
 
3 - 2 - 5 .  統 計 学 的 解 析  
1）  職 員 の安 全 意 識 への 効 果 およ び 転 倒 経 験 別 の 比 較  
職 員 の 安 全 意 識 へ の効 果 では 、 3 時 点 （ 受 講 1 ヶ 月 前 、 受 講 1 ヶ
月 後 、 受 講 3 ヶ 月 後 ） にお け る安 全 意 識 の 変 化 を 検 討 す るた め 、 反
復 測 定 一 元 配 置 分 散 分 析 を 行 っ た 。 デ ー タ 解 析 に は 、 SP S Sv e r 2 2 .  
0 を 用 い 、い ずれ の 解 析 も 有 意 水 準 は 5 %とした 。  
 
2 )  入 所 者 の 転 倒 予 防 への効 果  
転 倒 発 生 状 況 （入 所 者 数 、総 人 日 、全 事 故 件 数 、転 倒 事 故 件 数 、
転 倒 者 数 、再 転 倒 者 数 、怪 我 を伴 う転 倒 件 数 、 1000 人 日 当 たりの転
倒 件 数 および転 倒 発 生 場 所 ）について記 述 統 計 を用 いて分 析 した。総
人 日 は、観 察 した 人 数 （単 位 ：人 ）とその観 察 期 間 （単 位 ： 日 ）を 乗 した
値 で示 した。また、1000 人 日 あたりの転 倒 発 生 率 は、転 倒 事 故 件 数 を
総 人 日 で除 し、算 出 した値 に 1000 を乗 した数 値 を百 分 率 で示 した。  
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3-2- 6 .  倫 理 的 配 慮  
 本 研 究 は 、 筑 波 大 学 医 の 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て 実 施 し た （ 承
認 番 号  第 10 64 号 ） 。研 究 への 参 加 につ いて は、 本 研 究 の 目 的 と 内
容 を 対 象 者 に書 面 およ び口 頭 にて 説 明 し、 書 面 によ る 同 意 を 得 た 。  
 
 
3 - 3 .  結 果  
 
3 - 3 - 1 .  職 員 の安 全 意 識 への 効 果 お よ び転 倒 経 験 別 の 比 較  
全 職 員 5 1 名 中 4 3 名 （ 84 .  3 %） が少 なく とも 1 回 ト レー ニン グに参
加 した 。2 回 以 上 参 加 した 者 は 6 名 であり 、 1 回 平 均 受 講 者 数 は 6 .  
3 人 で あっ た 。  
介 入 1 ヶ 月 前 の 回 答 総 数 は 32 名 で あり 、うち 医 療 職 12 名 、 介 護
職 1 4 名 、その 他 6 名 であっ た 。 介 入 1 ヶ 月 後 は 2 9 名 で あり 、うち 医
療 職 1 0 名 、 介 護 職 14 名 、 その 他 5 名 で あっ た 。 介 入 3 ヶ 月 後 は
30 名 であ り、う ち 医 療 職 11 名 、 介 護 職 14 名 、その 他 5 名 で あっ た 。
そのうち 、 解 析 対 象 者 は 3 時 点 （ 受 講 1 ヶ 月 前 、 受 講 1 ヶ 月 後 、受
講 3 ヶ 月 後 ）にお いて 、 全 てに 回 答 し た 29 名 とした （表 11 ） 。対 象 者
（n=2 9 ）の 平 均 年 齢 は 、 40 .  9±13 .  1 歳 、 性 別 は女 性 1 9 名 （6 5 .  6 % ）
であっ た 。職 種 では 、医 療 職 10 名 （ 34 .  5 % ）、 介 護 職 14 名 （ 4 8 .  3 % ） 、
その他 5 名 （1 7 .  2 %）で あっ た 。 施 設 経 験 年 数 の平 均 は 、9 .  2 ±6 .  3
年 、 職 務 経 験 年 数 の平 均 は、 11 .  4± 10 .  4 年 、 勤 務 形 態 は常 勤 24
名 （8 2 .  8 %） 、非 常 勤 5 名 （1 7 .  2 %） で あっ た 。  
3 時 点 に お け る 安 全 意 識 の 変 化 を 比 較 し た 結 果 、 全 体 （ n=29 ） の
自 己 意 識 にお いて 、介 入 1 ヶ 月 前 （29 .  2 ±3 .  1 ）と 介 入 1 ヶ 月 後 （ 31 .  
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3±2 .  9 ） で 有 意 差 が 認 め ら れ た 。 ま た 、 下 位 尺 度 の ス コ ア を 合 計 し た
総 合 スコ アにお いて 、介 入 1 ヶ 月 前 （1 05 .  5 ±9 .  4 ） と介 入 1 ヶ 月 後
（111 .  5± 9 .  3 ）およ び 1 ヶ 月 前 （ 105 .  5 ±9 .  4 ）と 介 入 1 ヶ 月 後 （111 .  
4±10 .  4 ）で 有 意 差 が認 めら れた 。 さ ら に、職 種 別 （ 医 療 職 ・ 介 護 職 ・
そ の 他 ） に 分 析 し た 結 果 、 医 療 職 （ n= 1 0 ） の 自 己 意 識 に お い て 、 介 入
1 ヶ 月 前 （ 29 .  5± 3 .  3 ） と 介 入 1 ヶ 月 後 （3 2 .  8±2 .  8 ） およ び 1 ヶ 月
前 （2 9 .  5 ± .  3 ） と介 入 3 ヶ 月 後 （33 .  5 ±3 .  9 ）で 有 意 差 が 認 めら れた
（表 12） 。 一 方 、 介 護 職 およ び その他 には有 意 差 は認 め ら れなか っ た 。  
 
3 - 3 - 2 .  入 所 者 の 転 倒 予 防 への 効 果  
KY T 介 入 前 後 の 転 倒 発 生 状 況 と し て 、 入 所 者 数 ・ 総 人 日 ・ 全 事
故 件 数 ・ 転 倒 事 故 件 数 ・ 転 倒 者 数 ・ 再 転 倒 者 数 ・ 怪 我 を 伴 う 転 倒
件 数 ・ 100 0 人 日 あ た り の 転 倒 発 生 率 お よ び 転 倒 発 生 場 所 を 調 査 し
た （表 13） 。  
1000 人日あたりの 転 倒 発 生 率 などにおいて介 入 前 後 で大 きな変 化
は 見 ら れ ず 、 昨 年 同 時 期 に お い て も 転 倒 発 生 状 況 に 変 化 は 見 ら れ な
かった 。また 、KYT の題 材 として用 いた 「居 室 での移 乗 時 」 というセッテ
ィ ン グ イ ラ ス ト か ら 、 発 生 場 所 に つ い て 介 入 前 後 で の 分 析 を し た が 、 居
室 における事 故 件 数 に変 化 は見 ら れなかった 。  
 
3 - 4 .考 察  
 医 療 ・ 介 護 現 場 で は 、 安 全 文 化 の 醸 成 を 行 う た め 、 安 全 研 修 の 実
施 な ど 様 々 な 取 り 組 み が 行 わ れ 、 個 人 の 安 全 意 識 の 向 上 を 目 指 し て
い る 機 関 は 多 い が 、 こ れ ら の 研 修 に よ る 効 果 の 測 定 は 容 易 で は な い 。
多 く の 場 合 、 研 修 後 に 実 施 さ れ る ア ン ケ ー ト 調 査 に よ っ て 、 個 人 の 安
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全 意 識 に 対 す る 評 価 （ 心 理 的 側 面 ・ 行 動 的 側 面 ） や 組 織 環 境 な ど
に 対 す る 評 価 を 独 自 の 調 査 用 紙 を 用 い て 、 医 療 安 全 文 化 の 測 定 が
試 みら れて いる 1 4 1 , 1 4 2 ） 。  
 こ れ ま で に 米 国 を 中 心 に 安 全 文 化 を 測 定 す る ツ ー ル が 開 発 さ れ て
おり、 S a f e t y  A t t i t u d e s  Q u e s t i o n n a i r e 1 4 3 , 1 4 4 ) 、H os p i t a l  S u r v e y  o n  
P a t i e n t  S a f e t y  C u l t u r e 1 4 5 ) 、 I T A 実 践 評 価 尺 度 1 4 6 ) 、 Ag en cy  f o r  
He a l t h c a r e  R e s e a r c h  a n d  Q u a l i t y 1 4 7 ) などの 医 療 安 全 意 識 ・ 安 全 文
化 を 測 定 す る 評 価 ツ ー ル が 開 発 さ れ て い る 。 本 研 究 で は 、 質 問 項 目
数 が 30 問 と他 の評 価 ツール に比 べ簡 便 で あり 、米 国 を 中 心 に広 く 活
用 さ れ 、信 頼 性 と 妥 当 性 が 確 認 さ れ てい る P SC I 1 3 9 ) を 用 いて 調 査 した 。  
 
3 - 4 - 1 .  職 員 の安 全 意 識 への 効 果  
介 入 1 ヶ 月 前 、 介 入 1 ヶ 月 後 、介 入 3 ヶ 月 後 に おい て 全 ての アン
ケート 調 査 に回 答 し た 29 名 を 分 析 した 結 果 、 「 総 合 スコ ア 」 と 下 位 尺
度 の「 自 己 意 識 」が 有 意 に 向 上 して い た 。 安 田 ら は 1 1 7 ） 、 病 院 職 員 に
対 して KY T を 実 施 し、医 療 安 全 に 対 する 意 識 の 向 上 に つなが るか ど
う か を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 KY T 進 行 過 程 に お け る デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を
通 じ 、 1 人 では 意 識 して いなか っ た 状 況 を 危 険 で ある と 認 識 す るこ とで
リ ス ク 感 性 を 高 め 、 医 療 安 全 に 対 す る 実 践 へ の 意 欲 が 高 ま る こ と を 報
告 し た 。 本 研 究 で も 同 様 の 結 果 が 示 さ れ 、 介 護 現 場 に お い て も KY T
に よ り 安 全 意 識 が 向 上 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 自 己 意 識 は 、 個 人
の安 心 や安 全 に 対 して抱 いて い る意 識 を 表 す項 目 1 4 0 ） であ り、KY T を
通 じ て 、 多 職 種 が 共 通 理 解 の 基 で 話 し 合 い 、 お 互 い の 意 思 疎 通 を
図 り 、 気 付 き を 得 な が ら 実 施 し た こ と で 自 己 の 考 え 方 を 振 り 返 る き っ か
けと なり 、 個 人 が 抱 いて いる 安 全 への 意 識 を 向 上 させた と 考 えら れた 。  
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職 種 別 に お い て は 、 医 療 職 の 自 己 意 識 が 介 入 前 後 で 有 意 差 を
認 め た 。 こ れ は 、 医 療 職 は 日 頃 か ら 高 い 安 全 意 識 を 持 っ て お り 1 4 1 ） 、
ト レ ー ニ ン グ に よ り 安 全 に 対 す る 考 え 方 や 意 識 が 賦 活 さ れ た と 考 え ら
れ た 。 一 方 、 介 護 職 ・ そ の 他 に は 変 化 が 見 ら れ ず 、 日 常 の ケ ア に 関 わ
る 介 護 職 に 着 目 し 、 安 全 意 識 向 上 の た め の 介 入 方 法 を 検 討 す る 重
要 性 が 考 えら れた 。  
  
3 - 4 - 2 .  入 所 者 の 転 倒 予 防 への 効 果  
KY T 実 施 前 3 ヶ 月 間 と実 施 後 3 ヶ 月 間 の 転 倒 発 生 状 況 を 比 較
した とこ ろ 、 10 00 人 日 あた りの転 倒 発 生 率 など にお いて 、 介 入 前 後 で
大 き な変 化 は 見 ら れなか っ た 。また 、 昨 年 同 時 期 20 1 6 年 5 月 か ら 10
月 の 転 倒 発 生 状 況 と 比 べ て も 大 幅 な 増 減 は 見 ら れ な か っ た 。 さ ら に 、
介 入 3 ヶ 月 前 と介 入 3 ヶ 月 後 にお け る居 室 で の移 乗 時 におけ る転 倒
に 焦 点 を 当 て 比 較 し て も 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。 こ れ ま で に 、 病 院 職
員 を 対 象 に KY T を 実 施 した 結 果 、 転 倒 事 故 が減 少 し た ことが 示 さ れ
て い る 1 1 2 , 1 1 6 ) 。 今 回 、 施 設 職 員 を 対 象 に し た 転 倒 予 防 効 果 は 、 1 ク
ールのみの KY T で は低 い こ とが 示 唆 さ れた 。  
事 故 が 少 ない 組 織 では、 職 員 1 人 1 人 が 安 全 の重 要 性 を 認 識 し 、
ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー や 不 安 全 行 動 に 対 し て 鋭 い 感 受 性 を 持 っ て い る と 言
わ れ 1 4 2 ） 、 介 護 現 場 に お け る 転 倒 事 故 を 防 止 す る に は 、 個 々 の 安 全
意 識 の 向 上 や 事 故 防 止 に 対 す る 組 織 全 体 と し て の 体 制 が 重 要 で あ
る 。 職 員 の 安 全 意 識 と 実 際 の 行 動 に は 乖 離 が あ る 可 能 性 が 考 え ら れ 、
転 倒 予 防 へ と つ な げ て い く に は 職 員 側 の 情 報 と し て 転 倒 に 関 連 す る
知 識 や 技 術 、 自 身 の生 活 に 関 す る 情 報 な ど健 康 状 態 を 聴 取 し 、 ケア
する 職 員 側 の 観 点 か ら 論 じる 必 要 性 が 考 えら れた 。 今 後 、 KY T を 繰 り
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返 し 行 う な ど の 介 入 頻 度 や 他 の 介 入 と 組 み 合 わ せ る な ど の 方 法 を 検
討 し た 上 で 、 今 回 明 ら か に な っ た 転 倒 リ ス ク 要 因 を 基 に 転 倒 さ せ た 経
験 の あ る 職 員 に 着 目 し 、 介 護 現 場 の 転 倒 予 防 に 取 り 組 む こ と が 重 要
であ ると 考 えら れた 。  
 
3 - 5 .  小 括  
本 研 究 は、老 健 施 設 に勤 務 する職 員 に対 して KYT を実 施 し、職 員 の安
全 意 識 への効 果 と入 所 者 の転 倒 予 防 への効 果 を検 討 した。  
本 研 究 から、老 健 施 設 職 員 に対 する KYT は、職 員 の安 全 意 識 を向 上 さ
せる可 能 性 が示 唆 された。一 方 、転 倒 予 防 への効 果 は 1 クールのみのトレ
ーニングでは低 いことが示 唆 された。今 後 、繰 り返 し行 うことによる介 入 頻 度
などを含 めた方 法 の検 討 や他 の介 入 方 法 と組 み合 わせて実 施 するなどを
検 討 した上 で転 倒 予 防 への介 入 効 果 を検 証 していくことが重 要 である。 
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第 4 章  
総 括  
 
4-1 .  総 合 的 考 察  
本 研 究 で は 、 老 健 施 設 に お い て 、 入 所 者 の 転 倒 発 生 状 況 を 調 査
した上 で、職 員 に対 して KYT を実 施 し、以 下 の 2 点 を 明 らか にした 。  
1 ） 老 健 施 設 で は 高 頻 度 に 転 倒 が 発 生 し て お り 、 施 設 内 で 発 生 す
る全 ての 事 故 の う ち 6 割 以 上 が 転 倒 であっ た 。転 倒 発 生 状 況 は 入 所
者 の 移 動 手 段 ご と に 異 な っ て お り 、 転 倒 を 予 防 す る た め に は 、 移 動 手
段 別 に 対 策 を 検 討 する 必 要 性 が 考 え ら れた 。  
移 動 手 段 別 の 転 倒 発 生 率 では 、 車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ）が
最 も 高 頻 度 に 転 倒 し て い た 。 車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ） に お い て 、
①高 年 齢 ② 介 護 度 が低 い ③薬 剤 服 用 数 が多 い ④ HD S- R 得 点 が 低
い こ と が リ ス ク 要 因 で あ っ た こ と か ら 、 こ れ ら に 該 当 す る 入 所 者 を リ ス ト
化 し 、 転 倒 防 止 を 意 識 し た ケ ア を 検 討 す る こ と で 転 倒 が 回 避 で き る 可
能 性 が 考 え ら れ た 。 一 方 、 転 倒 者 の お お よ そ 半 数 が 認 知 症 の 診 断 を
有 し 、 車 椅 子 使 用 者 （ 部 分 介 助 者 ） に お け る 認 知 症 疑 い （ H D S-R  
≦ 2 0 ） の 者 は 、 8 割 程 度 い た こ と か ら 、 入 所 者 へ の 教 育 的 あ る い は 啓
蒙 的 介 入 に は 限 界 が あ る こ と が 考 え ら れ た 。 認 知 機 能 が 低 下 し て い る
者 が 多 く 入 所 し て い る 施 設 現 場 で は 、 入 所 者 の 監 視 体 制 の 強 化 や
入 所 者 に 代 わ っ て 車 椅 子 の ブ レ ー キ を か け る な ど 職 員 側 の 安 全 意 識
を 高 め る こ と が 重 要 で あ る 。 ま た 、 介 護 者 に 起 因 し た 転 倒 事 故 が 約 2
割 発 生 し て お り 、 職 員 の 認 識 ・ 判 断 不 足 が 入 所 者 の 転 倒 に つ な が る
要 因 の 1 つ であ る ことか ら 介 護 施 設 で の転 倒 予 防 を 考 え た 場 合 、 職
員 への 啓 蒙 ・教 育 が有 効 で ある と考 え ら れた 。  
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2）介 護 現 場 での 転 倒 事 故 を 防 止 す る には、 職 員 1 人 1 人 が安 全
へ の 重 要 性 を 認 識 し 、 危 険 に 対 し て 鋭 い 感 受 性 を も つ こ と が 重 要 で
ある 。 今 回 、施 設 職 員 に対 する KY T は 、職 員 の 安 全 意 識 を 向 上 させ
る 可 能 性 が 示 さ れ た 。 一 方 、 転 倒 予 防 へ の 効 果 は 1 ク ー ル の み の
KY T では 低 い こ と が示 唆 され た 。 職 員 の 安 全 意 識 と実 際 の 行 動 には
乖 離 が あ る 可 能 性 が 考 え ら れ 、 転 倒 予 防 へ と つ な げ て い く に は 職 員
側 の 情 報 と し て 転 倒 に 関 連 す る 知 識 や 技 術 、 自 身 の 生 活 に 関 す る
情 報 な ど 健 康 状 態 を 聴 取 し 、 ケ ア す る 職 員 側 の 観 点 か ら 論 じ る 必 要
性 が考 えら れた 。 今 後 、 KY T を 繰 り 返 し 行 うな どの 介 入 頻 度 や 他 の介
入 と 組 み 合 わ せ る な ど の 方 法 を 検 討 し た 上 で 、 今 回 明 ら か に な っ た 転
倒 リ ス ク 要 因 を 基 に 転 倒 さ せ た 経 験 の あ る 職 員 に 着 目 し 、 介 護 現 場
の転 倒 予 防 に 取 り 組 む ことが 重 要 で あ ると 考 えら れた 。  
 
4 - 2 .  本 研 究 の限 界  
（研 究 1）  
本 研 究 で は 、 転 倒 発 生 状 況 を 後 ろ 向 き に 調 査 し て お り 、 事 故 報 告
書 から の分 析 が主 である 。また 、各 施 設 で書 式 が異 なっ ており、 筋 力 や
バランス能 力 など身 体 機 能 や転 倒 の外 的 要 因 の 一 つとして挙 げら れて
い る 履 き 物 や 照 明 照 度 な ど の 調 査 を し て い な い た め 、 こ れ ら 未 調 査 の
要 因 による転 倒 発 生 との関 係 について述 べることが出 来 ない。  
長 期 入 所 目 的 で入 所 したが 、体 調 不 良 などにより数 日 で退 所 した場
合 でも入 所 者 数 として数 えていることから入 所 者 によって転 倒 リスク期 間
が異 なっている。また、介 護 保 険 制 度 下 にある老 健 施 設 においては、起
床 および就 寝 時 間 、食 事 時 間 など 1 日 の生 活 の流 れに共 通 する部 分
が多 いが、施 設 内 における物 的 環 境 やそれに伴 う職 員 の配 置 状 況 など
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の人 的 環 境 については 3 施 設 で異 なっており、各 施 設 での環 境 の違 い
やケアの質 などが転 倒 に影 響 を与 えている可 能 性 が考 えられた 。  
（研 究 2）  
本 研 究 で は 、 対 照 群 を 設 け て お ら ず 、 同 一 対 象 群 に よ る 比 較 で あ
る た め バ イ ア ス に よ る 影 響 を 否 定 で き な か っ た 。 ま た 、 1 施 設 の み の 結
果 で あ り 、 一 般 化 す る に は 多 施 設 で の 検 証 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。  
安 全 意 識 の 調 査 に お い ては 、 対 象 者 の 個 々 の 性 格 や 教 育 歴 を 聴
取 し て お ら ず 、 対 象 者 の モ チ ベ ー シ ョ ン を 把 握 で き て い な い た め 、 そ れ
ら が結 果 に影 響 し てい る可 能 性 が考 えら れた 。  
 
4 - 3 .  今 後 の 展 望  
施 設 入 所 高 齢 者 の 年 間 転 倒 発 生 率 は 高 い こ と が 報 告 さ れ て い る 。
施 設 入 所 者 の 多 く は 、 何 ら か の 認 知 機 能 障 害 を 有 し て お り 、 介 護 者
に 起 因 し た 事 故 も 発 生 し て いた こ と か ら 、 介 護 現 場 で は 職 員 に 着 目 し
た 介 入 が 重 要 で あ るこ と を 述 べて きた 。  
今 後 の 展 望 と し て 、 今 回 明 ら か に な っ た 転 倒 リ ス ク 要 因 を 基 に 施
設 職 員 の 情 報 と し て 、 転 倒 に 関 連 す る 知 識 や 体 の 痛 み な ど を 含 む 健
康 関 連 Q O L 、睡 眠 状 況 な どを 収 集 し、転 倒 させた 経 験 のある 職 員 に
着 目 し て いく こ とが 重 要 であ る と 考 えら れた 。 そし て、 得 ら れた 結 果 を 基
に KY T と 組 み 合 わ せて実 施 を 検 討 し 、 転 倒 発 生 率 が 高 い 施 設 現 場
の転 倒 予 防 に 取 り 組 む 必 要 が あ る と 考 えら れた 。  
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図１ 転倒の主な危険要因(一部改編) 江藤ら,2006 
 
 
 
内的要因 外的要因 
A)身体的疾患 
1.循環器系 
1)不整脈 
2)起立性低血圧、高血圧 
3)心不全、虚血性心疾患 
4)脳循環障害 
5)一過性脳虚血発作 
6)脳血管疾患 
7)硬膜下血腫、など 
2.神経系 
1)パーキンソン症候群 
2)脊髄後索障害 
3)末梢性神経障害 
4)てんかん発作 
5)小脳障害 
6)認知症、など 
3.筋骨格系 
1)骨関節炎、関節リウマチ 
2)骨折・脱臼 
3)ミオパチー、など 
4.視覚－認知系 
1)白内障 
2)屈折異常 
3)眼鏡不適合 
4)緑内障、など 
 
B)薬物 
1.睡眠薬、精神安定剤、 
抗不安薬 
2.抗うつ薬 
3.その他の抗精神病薬 
4.降圧利尿薬 
5.その他の降圧薬、 
血管拡張薬 
6.非ステロイド性消炎鎮痛薬 
7.狭心剤など心疾患治療薬 
8.掻痒薬 
9.抗パーキンソン病薬 
10.鉄剤 
C)加齢変化 
1.最大筋力低下 
2.筋持久力低下 
3.運動速度低下 
4.反応時間延長 
5.巧緻性低下 
6.姿勢反射低下 
7.深部感覚低下 
8.平衡機能低下 
A)物的環境 
1.段差 
2.滑りやすい床 
3.履き物 
4.敷き物 
5.コード類 
6.照明不良 
7.踏み段 
8.不慣れな環境 
9.障害物 
 
B)人的環境 
1.介護者側の技術、
知識、情報 
転倒 
図2 移動手段別の転倒発生場所 (n=304)
22
126
19
10
29
19
7
34
1
9
9
1
0
8
1
5
5
2
0% 20% 40% 60% 80% 100%
歩行移動者 53件
車椅子使用者(部分介助者) 208件
車椅子使用者(全介助者) 43件
居室 食堂・ホール トイレ 廊下 浴室 その他
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a）車椅子使用者（全介助者）80名のうち、15名による転倒件数
b）車椅子使用者（部分介助者）200名のうち、113名による転倒件数
c）歩行移動者61名のうち、26名による転倒件数
c）
a）
b）
図3 移動手段別の転倒発生時間帯 (n=304)
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図4 移動手段別の転倒発生様式 (n=304)
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a）車椅子使用者（全介助者）80名のうち、15名による転倒件数
b）車椅子使用者（部分介助者）200名のうち、113名による転倒件数
c）歩行移動者61名のうち、26名による転倒件数
c）
a）
b）
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図 5 対象者のフローチャート 
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図6　事例スライド
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検索ワード Pub Med 医中誌
1.　転倒「Fall」 149409 19312
2.　転倒＋介入「Fall＋Intervention」 42173 854
3.　転倒＋予防「Fall＋Prevention」 14751 4807
4.　転倒＋効果「Fall＋Effect」 23713 1672
5.　転倒＋対策「Fall＋Countermeasure」 17 1418
6.　2＋高齢者「Elderly」 15408 639
7.　3＋高齢者「Elderly」 6347 620
8.　4＋高齢者「Elderly」 6260 1017
9.   5＋高齢者「Elderly」 6 620
対象期間：2005年から2017年
検索日時：2017年9月17日0時に検索
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表 2 高齢者における転倒予防効果に関する先行研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
著者（発行年） 対象 介入内容 期間 結果の概要 
Ellen Vlaeyen ら 
(2015) 
13件の RCTシス
テマティックレ
ビュー 
施設入所高齢者
22915名 
服薬調整、ビタミン D投与、排泄管理、
低強度の運動、ヒッププロテクター、環
境調整、視力チェック、足や靴の評価、
転倒リスク評価と個別指導 
6~17ヶ月間 
 
 
多因子介入：効果あり 
単一介入：効果なし 
Schwendimann R ら 
(2006) 
介入群：198名 
対照群：211名 
転倒リスク評価、運動療法、転倒教育、
環境調整 
12ヶ月 効果なし 
Cumming RG 
(2008) 
介入群：2047名 
対照群：1952名 
職員教育、補助具の提供(メガネ含)、環
境整備、センサーアラーム、運動指導 
36ヶ月 効果なし 
Dykes PC 
(2010) 
介入群：5104名 
対照群：5160名 
転倒リスク評価、ハイリスク患者のアラ
ート表示、患者・家族教育、補助具の供
給、服薬調整 
6ヶ月 効果あり 
Yamada ら 
(2010) 
介入群：30名 
対照群：30名 
有酸素運動、筋力トレーニング柔軟体操 16週間 効果あり 
Lesley D Gillespie ら 
(2012) 
コクランレビュ
ー 
159件の RCT 
地域在住高齢者
79193名 
太極拳、住宅評価、ビタミン D、視力チ
ェック、内服薬調整、靴の評価、知識・
教育的介入 
6ヶ月～24ヶ月 グループトレーニング、
バランス、筋力強化を含
む自宅での運動プログ
ラム、住宅評価、ビタミ
ン D 投与、太極拳は転倒
予防効果あり 
資料のみの教育的介入
は効果が低い 
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表 2 高齢者における転倒予防効果に関する先行研究（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Colon-Emeric CS ら 
(2013) 
介入群：881名 
対照群：755名 
グループワーク、ロールプレイ 
職員間のコミュニケーションや問題解決
能力を促進させる教育的介入 
6ヶ月 効果あり 
Hill AM ら 
(2015) 
介入群：1623名 
対照群：1983名 
教育的介入 
職員：治療ゴール、病棟に関する情報提供、 
患者：DVD を見てワークブックにて学修
する 
50週間 効果あり 
Thomas M Gill ら 
(2015) 
介入群：818名 
対照群：817名 
身体的介入：歩行、筋力、柔軟性、バラン
スに対するトレーニング 
教育的介入：健康管理や安全な歩行など転
倒予防に関連したワークショップ介入群：
運動プログラムを 24ヶ月(週 2施設、週 3-
4自宅) 
対照群：健康教育 24ヶ月週 1回講義 
24ヶ月 効果なし 
Fabienne El-Khouryら 
(2015) 
介入群：352名 
対照群：354名 
バランストレーニングに関するグループ
セッション、自主トレーニング指導 
24ヶ月 効果あり 
Anna L Barker ら 
(2016) 
介入群：22670名 
対照群：23575名 
転倒リスク評価、転倒警告の標識、入浴
動作の監視、歩行補助具の提供、トイレ
動作、低床型ベッド、ベッドまたは椅子
のアラームの使用のうちいずれか 1つ以
上の使用 
12ヶ月間 効果なし 
全体 A施設 B施設 C施設
施設全事故件数 459 99 192 168
転倒事故件数 304 37 178 89
総入所者数 341 86 113 142
転倒者数 154 28 73 53
転倒回数 a)
　　1回 83(53.9) 21 28 34
　　2回 34(22.1) 5 18 11
　　3回以上 37(24.0) 2 27 8
発生場所 b)
　　居室 167(54.9) 21 96 50
　　食堂・ホール 58(19.0) 10 34 14
　　トイレ 42(13.8) 2 26 14
　　廊下 19( 6.3) 4 9 6
　　浴室 9( 3.0) 0 7 2
　　その他（庭、面会室、他） 9( 3.0) 0 6 3
外傷の程度（人）b)
　　無 259(85.2) 30 154 75
　　軽度 42(13.8) 4 24 14
　　重度 3( 1.0) 3 0 0
外傷部位（複数回答）b)
　　頭部・顔面 26( 8.6) 4 14 8
　　下肢 15( 4.9) 3 8 4
　　上肢 13( 4.3) 1 10 2
　　胸腹部・背部・臀部 3( 1.0) 0 2 1
数値は、n(%)
a)　
%は、転倒者数(154名)に対する値
b)　
%は、転倒事故件数(304件)に対する値
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表3　転倒事故の概要
年齢（歳） 83.8±9.5
性別（人）
　　男性 55(35.7)
　　女性 99(64.3)
診断名(複数回答)(人)
　　認知症 76(49.4)
　　高血圧 62(40.2)
　　脳血管障害 55(35.7)
　　糖尿病 25(16.2)
　　視力障害 23(14.9)
　　その他(うつ病、がん、他) 180
要介護度（人）
　　要介護1 14( 9.1)
　　要介護2 33(21.4)
　　要介護3 53(34.4)
　　要介護4 39(25.3)
　　要介護5 15( 9.7)
薬剤服用数 4.7±1.8
認知機能評価
　　HDS-R（点） 13.8±7.1
生活動作評価
　　BI（点） 62.6±20.3
移動手段（人）
　　車椅子使用者(全介助者) 15( 9.7)
　　車椅子使用者(全介助者以外) 113(73.4)
　　歩行移動者
　　　　独歩 4( 2.6)
　　　　杖 3( 2.0)
　　　　シルバーカー 8( 5.2)
　　　　シルバーカー/車いす併用 11( 7.1)
数値は、平均値±標準偏差もしくはn(%)
%は、転倒者数(154名)に対する値
HDS-R：Hasegawa Dementia rating Scale-Revised
　　　   長谷川式簡易知能評価スケール 改訂版
BI：Barthel Index　機能的評価
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表4　転倒者の背景
　移動手段 転倒発生率(%) P値
　車椅子使用者 152(81.3)
　歩行移動者  35(18.7)
n.s.：有意差なし　　数値は、n(%)
χ2検定
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表5　車椅子使用者と歩行移動者における転倒者数の比較　(n=341)
n.s.
  61(17.9)  26(16.9) 42.6
 全体(n=341)  転倒者(n=154)  非転倒者(n=187)
 280(82.1) 128(83.1) 45.7
転倒発生率(%) P値
　車椅子使用者(全介助者) 65(34.8)
　車椅子使用者(全介助者以外) 87(46.5)
* P<0.01　　数値は、n(%)
χ2乗検定
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表6　車椅子使用者のうち全介助者と部分介助者における転倒者数の比較　(n=280)
＊
移動手段  全体(n=280)  転倒者(n=128)  非転倒者(n=152)
18.8
56.5
 80(23.5)
200(58.7)
15( 9.7)
113(73.4)
表7　車椅子使用者(部分介助者)における転倒者と非転倒者の背景　(n=200)
転倒者(n=113) 非転倒者(n=87) Ｐ値
年齢1) 83.9±9.0 79.9±10.6 *
性別2)
　男性 31(27.4) 25(28.7)
n.s.
　女性 82(72.6) 62(71.3)
要介護度2)
　要介護1 9(  8.0) 5(  5.8)
　要介護2 20(17.7) 9(10.3)
　要介護3 44(38.9) 22(25.3)
　要介護4 32(28.3) 30(34.5)
　要介護5 8(  7.1) 21(24.1)
薬剤服用数3) 4.0（3.0-6.0） 3.0（2.0-4.0） *
薬剤内容2）（複数回答）
　降圧薬 54(47.8) 39(44.8) n.s.
　抗精神病薬・抗うつ病 42(37.2) 31(35.6) n.s.
　睡眠薬・抗不安薬 34(30.1) 21(24.1) n.s.
　抗パーキンソン病薬 11(  9.7) 3(  3.5) n.s.
　抗てんかん薬 9(  8.0) 7(  8.1) n.s.
　その他（消化性潰瘍薬ほか） 381 197
HDS-R1) 13.9±7.0 16.1±7.0 *
　　　≦20　　認知症疑いあり 101(89.4) 67(77.0)
BI1） 61.7±18.6 66.4±15.7 n.s.
Mean±SDまたはn％またはMedian(25%ile-75%ile)
1）対応のないt検定
2）χ2検定
3）Mann-Whitney U検定
要介護度　4,5：0,　1-3：1
薬剤服用数は、一日当たりの服用数
HDS-R：Hasegawa Dementia rating Scale-Revised　　長谷川式簡易知能評価スケール 改訂版
BI：Barthel Index　機能的評価
*P<0.01  　n.s.：有意差なし
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1-3　 73(64.6)
 4,5　 40(35.4)
1-3　 36(41.4)
 4,5　 51(58.6)
*
表8　転倒の有無を従属変数としたロジスティック回帰分析 (n=200)
転倒なし群をReference
変数 OR 95％CI P値
転倒あり群(n=113)
年齢 1.13 1.08 1.18 *
要介護度 4  ,  5 1.00
1 －3 2.56 1.46 4.6 *
薬剤服用数 1.38 1.16 1.65 *
HDS-R 0.92 0.87 0.97 *
投入した独立変数は、年齢、要介護度、薬剤服用数、HDS-Rとした。
要介護度　4 , 5：0、　1－3：1
OR：オッズ比、　95％CI：95％信頼区間
HDS-R：Hasegawa Dementia rating Scale-Revised　長谷川式簡易知能評価スケール 改訂版
BI：Barthel Index　機能的評価
*P<0.01
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説明と役割分担　本研修会の趣旨や進め方の説明　　　　　　　　　　【10分】
１ラウンド　現状把握　＜目安：１０項目以上＞　 　　 　 　 　　　　【10分】
どんな危険が潜んでいるか「危険要因」と「想定される現象」について
出来るだけ多く意見を出し合い、紙面に書き、記録する
２ラウンド　本質追求　＜目安：２項目程度＞　　  　 　　　　　　　 【10分】
重要と思われる項目を選択し、その中から、さらに重要項目を抽出する
３ラウンド　対策樹立　＜目安：１項目につき３項目程度＞　　　　　【10分】
重点項目に対する具体的で実行可能な対策について話し合う
４ラウンド　目標設定　＜目安：１項目につき１項目＞　　　　　　　【10分】
実行可能な対策から、最も重要で実行可能な実施項目を絞り込み、
全体で話合い、行動目標を立てる
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発表と確認　グループで立てた行動目標を発表し、全員で再確認する　【10分】
表9　ＫＹＴの手順
  
表 10 質問紙調査項目 
 
組織環境 
 自分の部署は他の部署に比べてヒヤリハット件数が少ない＊  私は、幹部が決めたことに疑問をさしはさまない＋ 
 自分の職場でのミスの多くは、患者に関わる事は少ない＊  自分の職場でのミスの多くは重大な問題である事が多い 
 自分の部署は、他の部署と同レベル(仕事量など)の業務を行
っている 
 上司や同僚に対して異なる意見を述べるよりも、賛成する
ことの方が望ましいと思う＊ 
 最小限の時間や人手で業務を遂行する事が求められている＋  自分の職場でのミスの多くは、職員が患者と関わるときに
生じている 
 当院の安全対策は、現在の状況を考えると十分である  通常、深刻なミスを隠すのは困難である 
リスクマネジメント 
 自分の部署では、「安全」が重要であると考えられている  当院では、安全が組織の最有効優先課題とされている 
 当院の幹部は、全職員が安全を心がけかつ安全に関わる規則
を守るよう推進している 
 患者安全に関する決定は、適切なレベルの最も適任の人が
行っている 
 重大なミスに対して、素早い対応をとる事は高く評価される   
コミュニケーション 
 同僚がミスを犯した場合、通常そのことを私に話す  もしも自分が勤務中にミスを犯しても、誰も気づいていな
い場合には黙っている＊ 
 職員は、安全に関わる規則違反や安全を犯すような危険な行
為や状況を進んで報告する 
 自分の業務が、オーバーワークになったとき、そのことを同
僚に伝えている 
 業務遂行時、安全でない状態が分かったときは無視して誰か
が何とかするだろうと考える＊ 
 職場では、ストレスや疲労を互いにチェックしている 
 自分の部署でミスをした職員は、必ずミスを報告している   
自己意識 
 自分がミスをしたら、誰にもその事は知られたくない＊  患者も医療安全の向上のために、一定の役割を果たすべき
だと思う 
 自分が犯したミスを他の職員により、おおやけにされた場合
その行為は自分に対する攻撃だと考える＊ 
 自分は職場での安全を守ることに大変気を配っている 
 自分が他の職員の前でミスをした場合、「恥ずかしい」と感じ
る＊ 
 ミスが生じた場合、それは個人の問題であって、制度・手順・
技術といったシステムの問題ではない＊ 
 疲労のために重大なミスをしたことがある＊  ストレスや疲労が溜っていると仕事をうまくこなせない＋ 
＊：逆点項目   ＋：中立項目 
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数値は、平均値±標準偏差もしくはn（％）
医療職:看護師・准看護師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士
介護職:介護福祉士・ヘルパー・無資格
その他:栄養士・事務職
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　　　　     　    　非常勤　　　　　  　 　　　 　  　         5（17.2）
　　　　 　　　    介護職　　　       　　　　　　   　　   14（48.3）
　　　　　      　   その他　　　　　 　  　　　   　　　     5（17.2）
施設経験年数　　　 　　　　　   　  　    　　　   　　         9.2±6.3
職務経験年数　　　　　　　　          　　　     　　　       11.4±10.4
勤務形態      　　   常勤　　　　　　  　　      　　　         24（82.8）
表11　対象者の属性
項目　　　　　　　   　　　　　　　  　　 　　　　   　     ｎ＝29
年齢　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　   　  40.9±13.1
性別　　　　　 　女性 　　   　　　   　　 　　　        　 19（65.5）
職種　　　　　 　医療職　　　　　   　　 　　   　   　   10（34.5）
職種　　　　　   　項目　　　　　　　  　  介入1ヶ月前　    介入1ヶ月後　　  介入3ヶ月後　　Ｐ値
数値は、平均値±標準偏差、反復測定一元配置分散分析
医療職：医師・看護師・准看護師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士
介護職：介護福祉士・ヘルパー・無資格
その他：栄養士・事務職
*P<.05、**P<.01
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表12　安全意識の経時的変化(n＝29)
　　　　　　　　　リスクマネジメント 　 　  16.0±2.1　　  　16.8±3.0　　     　20.0±1.3 　  　.065
　　　　　　　　　コミュニケーション 　 　  24.2±3.3　　  　26.2±3.5　　　     26.0±4.4  　 　.729
　　　　　　　　　自己意識　　　　  　　　  29.6±1.6　　  　30.2±2.9　　  　   30.2±3.7  　 　.961
　　　　　　　　　リスクマネジメント 　　  21.8±2.7　  　 　20.5±2.4　  　  　 20.1±3.5 　 　 .784
　　　　　　　　　コミュニケーション 　　  24.4±3.5　  　 　26.4±3.6　　   　  25.4±3.5  　　 .362
 　　　　　　　　　組織環境　　　　  　　 　32.1±4.2　　 　  34.2±2.7　　    　 33.3±3.3　 　 .217
　　  　　　　　　  自己意識　　　　　　  　 28.8±3.3　　       30.7±2.6  　  　     30.1±3.9　      .259
その他(n=5) 　　総合スコア　　　　　　　　101.6±5.4　   　 105.0±9.5　      　 109.2±7.7 　　  .478
　　　　　　　　　組織環境　　　　　　　    31.8±3.1　　  　31.8±3.4　  　　   33.0±2.5　 　  .856
　　　　　　　　　組織環境　　　　　　  　 32.0±2.3　          33.8±3.5　  　   　34.4±3.1　  　  .267
　　　　　　　　　リスクマネジメント  　　 18.1±3.7　  　    19.7±2.4　　  　   20.0±2.3　    　.426
　　　　　　　　　コミュニケーション 　　  26.9±4.6　　      27.9±5.0　　     　28.2±3.4　  　  .671
　　　　　　　　　自己意識　　　　　　　   29.5±3.3　  　    32.8±2.8　  　　   33.5±3.9           .022
介護職(n=14)　　総合スコア　　　　　　　  106.1±9.6　　    111.9±8.5　  　      108.8±11.3 　　.310
医療職(n=10)　　総合スコア　　　　　　  　106.5±10.4　　   114.2±8.5　　       116.1±8.4 　      .093
全体(n=29)　　　総合スコア　　　　　　　   105.5±9.4　　   111.5±9.3　 　 　  111.4±10.4          .048
　　　　　　　　  組織環境　　　　　　　　  32.0±3.5　 　 　33.7±3.2　　  　    33.6±3.2　       .160
　　　　　　　　  リスクマネジメント 　    　19.0±3.5 　     　19.6±2.8 　　 　　20.0±2.8　       .486
　　 　　　　　　 コミュニケーション 　　　25.2±4.0　  　　 26.9±4.2　　 　　 26.5±3.8　　   .341
　　 　　　　 　　自己意識　　　　　　　 　29.2±3.1　 　 　 31.3±2.9　　 　    31.3±4.2 　      .046
**
*
*
*
**
項目 H28.5 H28.6 H28.7 H28.8 H28.9 H28.10
（H27.5） （H27.6） （H27.7） （H27.8） （H27.9） （H27.10）
入所者数（ショート含） 89 89 90 93 94 97
（85） （89） （89） （86） （87） （87）
総人日 2543 2467 2598 2660 2530 2596
（2466） （2345） （2498） （2463） （2354） （2411）
全事故件数 13 8 20 14 15 15
（18） （9） （19） （9） （7） （10）
転倒事故件数 13 7 18 14 15 13
（18） （9） （19） （7） （6） （8）
転倒者数 10 6 13 11 12 13
（13） （9） （12） （6） （6） （8）
再転倒者数 1 1 3 3 2 0
（4） （0） （4） （1） （0） （1）
怪我を伴う転倒件数 3 0 4 3 3 2
（1） （0） （4） （2） （2） （2）
1000人日あたりの転倒発生率 5.11 2.84 6.93 5.26 5.93 5
（7.3） （3.84） （7.6） （2.84） （2.55） （3.32）
転倒発生場所
居室 8 2 9 5 9 8
（11） （4） （13） （5） （2） （7）
食堂・ホール 3 2 3 3 2 3
（0） （0） （0） （1） （3） （1）
トイレ 1 3 5 3 1 1
（5） （2） （4） （1） （1） （0）
廊下 0 0 0 2 2 0
（1） （1） （0） （0） （0） （0）
浴室 0 0 0 1 1 0
（1） （0） （1） （0） （0） （0）
その他(リハ室など) 1 0 1 0 0 1
（0） （2） （1） （0） （0） （0）
数値は、ｎ もしくは％
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表13　KYT介入前後の転倒発生状況
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資料  
 
 
資料 1 .  本 研 究 における各 調 査 項 目 の測 定 ポイント  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※転倒発生状況は、2015年5月から10月においても調査
資料1 本研究における各調査項目の測定ポイント
（対象期間：2016年5月から10月）※
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査
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査
転倒発生状況 転倒発生状況
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